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議
案
第
44
号

安
曇
野
市
国
民
健
康
保
険
税

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

賛成多数で

可決
すべきものと

決定

菊
池 

久
美
子

反
対
の
意
見

　
医
療
給
付
の
財
源
に
子
育
て
支
援
分
を
上
乗
せ
し

て
徴
収
す
る
の
は
、
制
度
に
反
す
る
。

　
子
ど
も
た
ち
は
将
来
の
社
会
保
険
制
度
を
支
え

る
担
い
手
で
あ
り
、
子
育
て
支
援
は
特
定
の
世
代
に

限
定
せ
ず
広
く
薄
く
負
担
を
求
め
る
べ
き
。

野
部 

知
江

賛
成
の
意
見

福
祉
教
育
委
員
会
に
お
け
る
討
論

（3/19）

議
員
提
出
第
1
号

カ
ル
テ
等
医
療
記
録
の
保
存

期
間
見
直
し
と
保
存
体
制

の
整
備
を
求
め
る
意
見
書

野
部 

知
江
　
今
井 

美
智
子

反
対
の
意
見

　
制
度
設
計
や
影
響
範
囲
の
整
理
が
不
十
分
、
医
療

現
場
の
負
担
や
個
人
情
報
の
課
題
、
医
療
Ｄ
Ｘ
と
の

整
合
も
不
明
確
で
あ
る
。

　
カ
ル
テ
等
の
長
期
保
存
は
医
療
情
報
の
利
活
用

に
よ
る
質
の
向
上
、
シ
ス
テ
ム
化
に
必
要
で
あ
る
と

考
え
る
。

増
井 

裕
壽
　
丸
山 

健
太

菊
池 

久
美
子

賛
成
の
意
見

令和8年 3月定例会

【白熱した議論が交わされました！】 　　議案第 45 号　人
じ ん け ん よ う ご い い ん

権擁護委員の推
すいせん

薦について　福
ふ く だ

田 紀
き く こ

久子さんを推薦することに同意しました。
　　議案第 46 号　副市長の選

せんにん

任について　　　　渡
わたなべ

辺 守
まもる

さんを選任することに同意しました。
　　議案第 47 号　教育長の任命について　　　　橋

は し ど

渡 勝
か つ や

也さんを任命することに同意しました。

人事案件について

・
本
件
は
、
地
方
自
治
法
第
99
条
の
趣
旨
を
逸
脱
し

て
い
る
。
多
国
間
の
極
め
て
専
門
的
な
外
交
安
全

保
障
問
題
に
踏
み
込
む
も
の
で
、
地
方
議
会
が
判

断
し
意
見
す
る
領
域
を
超
越
し
て
お
り
不
適
切
。

・
一
地
方
議
会
が
、
特
定
の
国
を
名
指
し
し
て
厳
し

く
非
難
す
る
こ
と
は
、
外
交
上
の
客
観
性
を
欠
く

恐
れ
が
あ
る
。
本
意
見
書
は
、
市
民
の
中
に
あ
る

多
様
な
知
見
や
慎
重
な
議
論
を
十
分
に
酌く

み
取と

っ

て
い
る
と
は
言
い
難
い
。

採択

議
員
提
出
第
２
号

ア
メ
リ
カ
合
衆
国
と
イ
ス
ラ

エ
ル
国
に
よ
る
イ
ラ
ン
・
イ

ス
ラ
ム
共
和
国
に
対
す
る
先

制
攻
撃
を
厳
し
く
非
難
し
、

即
時
中
止
を
求
め
る
意
見
書

大
竹 

啓
正
　
小
林
　 

浩

反
対
の
意
見

・
本
市
は
平
和
都
市
宣
言
を
掲か

か

げ
て
い
る
こ
と
か

ら
、
市
議
会
と
し
て
戦
争
の
拡
大
に
反
対
し
、
平

和
的
解
決
を
求
め
る
と
い
う
姿
勢
を
示
す
こ
と
自

体
に
、
大
き
な
意
義
が
あ
る
。

・
先
制
攻
撃
は
、国
連
憲
章
と
国
際
法
違
反
で
あ
る
。

即
時
に
攻
撃
を
中
止
す
べ
き
と
い
う
姿
勢
を
示
す

べ
き
だ
。

・
武
力
で
は
な
く
対
話
に
よ
る
問
題
解
決
を
求
め
、

平
和
を
重
ん
じ
る
姿
勢
を
子
ど
も
た
ち
に
も
示
し

た
い
。

林
　 

孝
彦
　
中
村 

芳
朗

丸
山 

健
太
　
矢
澤 

毅
彦

吉
澤 

茉
帆
　
臼
井 

泰
彦

賛
成
の
意
見

３月定例会は、２月 18 日から３月 19 日まで開催され、報告３件、議案 45 件、議員提出議案３件を審議しました。
主な議案と質疑、討論を紹介します。

　
非
核
三
原
則
に
つ
い
て
は
、
理
念
と
し
て
同
意
す

る
。
し
か
し
、
表
明
さ
れ
て
か
ら
50
年
以
上
経
ち
、

日
米
関
係
や
国
際
関
係
な
ど
に
一
定
の
変
化
が
み
ら

れ
る
こ
と
か
ら
、
日
本
の
安
全
保
障
政
策
が
、
よ
り

柔
軟
性
を
持
つ
た
め
の
議
論
ぐ
ら
い
は
す
べ
き
だ
と

考
え
る
。
非
核
三
原
則
を
表
明
し
て
い
る
限
り
核
は

持
て
な
い
の
で
、
そ
こ
は
も
う
少
し
柔
軟
に
幅
を
持

た
せ
て
、
国
を
守
る
、
日
本
の
安
全
保
障
を
確
か
な

も
の
に
す
る
環
境
を
作
っ
て
い
く
べ
き
だ
。

採択

議
員
提
出
第
３
号

非
核
三
原
則
の
堅
持
を
求

め
る
意
見
書

木
船 

潤
一

反
対
の
意
見

・
我
が
国
は
非
核
三
原
則
を
国こ

く
ぜ是
と
し
て
、
核
兵
器

の
廃
絶
を
目
指
す
平
和
国
家
の
礎

い
し
づ
えと
し
て
き
た
。

時
の
政
権
の
短た

ん
り
ょ慮
で
、
非
核
三
原
則
を
見
直
す
こ

と
は
許
さ
れ
な
い
。

・
広
島
、
長
崎
の
惨さ

ん
か禍
を
二
度
と
繰
り
返
さ
な
い
と

い
う
決
意
の
も
と
、
核
兵
器
の
な
い
世
界
の
実
現

に
向
け
て
粘
り
強
く
取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
が
、

唯
一
の
戦
争
被
爆
国
と
し
て
我
が
国
に
求
め
ら
れ

て
い
る
責
務
で
あ
る
。

・
核
兵
器
廃
絶
の
国
際
世
論
を
強
め
る
こ
と
が
、
平

和
都
市
宣
言
を
持
つ
安
曇
野
市
民
の
願
い
で
あ

る
。

遠
藤 

武
文
　
林 

　
孝
彦

矢
澤 

毅
彦
　
臼
井 

泰
彦

賛
成
の
意
見

議
員
提
出
第
2
号

ア
メ
リ
カ
合
衆
国
と
イ
ス
ラ

エ
ル
国
に
よ
る
イ
ラ
ン
・
イ

ス
ラ
ム
共
和
国
に
対
す
る
先

制
攻
撃
を
厳
し
く
非
難
し
、

即
時
中
止
を
求
め
る
意
見
書

木
船 

潤
一

反
対
の
意
見

　
日
本
の
安
全
保
障
を
実
質
的
に
担
保
し
て
き
た
日

米
安
保
と
憲
法
９
条
が
、
今
後
も
機
能
し
て
い
く
の

か
考
え
る
必
要
が
あ
る
。

　
市
民
生
活
に
影
響
を
お
よ
ぼ
す
原
油
価
格
の
高こ

う

騰と
う

な
ど
、
平
和
的
解
決
に
向
け
た
外
交
努
力
を
し
っ

か
り
や
っ
て
ほ
し
い
。 中

村 

今
朝
子
　
臼
井 

泰
彦

賛
成
の
意
見

総
務
環
境
委
員
会
に
お
け
る
討
論

（3/19）

議
員
提
出
第
３
号

非
核
三
原
則
の
堅
持
を

求
め
る
意
見
書

木
船 

潤
一

反
対
の
意
見

　
日
本
を
守
る
こ
と
に
つ
い
て
国
民
自
身
が
も
っ

と
考
え
る
こ
と
が
必
要
。
決
し
て
核
を
持
と
う
と
い

う
意
味
で
は
な
い
が
核
を
抑よ

く
し
り
ょ
く

止
力
と
す
る
国
も
あ
る
。

　
本
市
は
平
和
都
市
宣
言
を
制
定
し
、
非
核
三
原

則
を
国
是
と
し
て
そ
の
つ
ど
確
認
し
て
き
た
。
抑
止

力
と
し
て
核
を
使
う
こ
と
は
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
。

中
村 

今
朝
子
　
臼
井 

泰
彦

賛
成
の
意
見

問
令
和
８
年
度
の
保
険
料
率
算
定
の
特
例
に
よ

り
、
税
制
改
正
の
所
得
段
階
の
移
動
が
生
じ
る

第
１
号
被
保
険
者
に
つ
い
て
、
令
和
８
年
度
に

限
っ
た
こ
と
な
の
か
。
令
和
９
年
度
以
降
は
ど

う
な
る
の
か
。

答
今
回
の
条
例
改
正
は
、
令
和
７
年
度
税
制
改
正

に
伴と
も
なう

も
の
で
あ
り
、
令
和
８
年
度
に
限
定
し

て
行
う
特
別
措そ

ち置
で
あ
る
。
令
和
９
年
度
以
降

は
、
介
護
保
険
料
の
収
入
段
階
と
保
険
料
率
を

定
め
て
い
く
こ
と
に
な
る
。

議
案
第
43
号

安
曇
野
市
介
護
保
険
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

賛成多数で

可決

議
案
第
44
号

安
曇
野
市
国
民
健
康
保
険
税

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
賛成多数で

可決

　
医
療
保
険
料
は
医
療
給
付
の
財
源
を
確
保
す
る
も

の
で
、
子
育
て
支
援
分
を
上
乗
せ
し
て
徴

ち
ょ
う
し
ゅ
う
収
す
る
こ

と
は
誤
り
で
あ
る
と
考
え
る
。

菊
池 

久
美
子

反
対
の
意
見

　

子
ど
も
・
子
育
て
支

援
は
、
社
会
全
体
で
支

え
る
べ
き
で
あ
り
、
広

く
負
担
を
求
め
る
こ
と

で
、
持
続
可
能
な
制
度

で
あ
る
と
考
え
る
。

野
部 

知
江

賛
成
の
意
見

議
員
提
出
第
１
号

カ
ル
テ
等
医
療
記
録
の
保
存

期
間
見
直
し
と
保
存
体
制

の
整
備
を
求
め
る
意
見
書

賛成多数で

可決

・
保
存
期
間
を
見
直
す
必
要
性
に
つ
い
て
具
体
的
な

根
拠
や
実
例
が
示
さ
れ
て
い
な
い
。
医
療
法
等
に

基も
と

づ
き
カ
ル
テ
の
保
存
期
間
は
５
年
だ
が
、
こ
の

制
度
に
よ
り
問
題
が
生
じ
て
い
る
か
明
確
な
説
明

が
な
い
。

・
カ
ル
テ
の
保
存
期
間
を
延
長
す
る
場
合
、
デ
ー
タ

管
理
や
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
対
策
事
務
費
用
の
負
担
が

増
加
す
る
こ
と
が
想
定
さ
れ
る
。

・
早
急
な
実
施
を
求
め
る
こ
と
は
、
現
場
の
実
態
が

置
き
去
り
に
な
る
重
大
な
懸け

ね
ん念
が
あ
る
。

辻
谷 

洋
一
　
遠
藤 

武
文

小
林 

　
浩

反
対
の
意
見

・
カ
ル
テ
等
の
保
存
期
間
の
延え

ん
し
ん伸
の
必
要
性
が
高
ま

り
、
医
療
デ
ー
タ
が
十
分
な
期
間
、
安
全
確
保
さ

れ
る
制
度
整
備
が
不
可
欠
で
あ
る
。

・
医
療
機
関
に
よ
っ
て
は
、
法
定
期
間
以
上
に
保
存

さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
給
付
金
や
障
害
年
金
請
求

に
つ
な
が
っ
た
事
例
も
あ
る
。

・
医
療
Ｄ
Ｘ
の
進
展
か
ら
、
医
療
記
録
の
保
存
や
活

用
を
検
証
し
見
直
し
が
必
要
と
考
え
る
。

・
薬
害
被
害
者
や
予
防
接
種
健
康
被
害
者
の
現
状
と

改
善
の
た
め
に
、
ま
た
制
度
見
直
し
の
た
め
に
も

必
要
な
意
見
書
と
考
え
る
。

林
　 

孝
彦
　
丸
山 

健
太

矢
澤 

毅
彦
　
臼
井 

泰
彦

増
井 

裕
壽

賛
成
の
意
見

賛成多数で

採択
すべきものと

決定

賛成多数で

採択
すべきものと

決定

賛成多数で

採択
すべきものと

決定
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歳入

歳出

令和８年度予算を可決 前年度比約21億円減
（約481.8億円）

令和 8 年度
当初予算概要書

事業別予算
概要説明書

ピックアップ！新年度事業 議
案
第
24
号

令
和
８
年
度
安
曇
野
市
一
般
会
計

予
算
に
対
す
る
討
論

　

少
子
高
齢
化
で
行
政
需じ

ゅ
よ
う要
が
増
す
中
、
デ
ジ
タ
ル

化
は
効
率
化
と
利
便
性
向
上
に
不
可
欠
。
マ
イ
ナ

カ
ー
ド
活
用
や
コ
ン
ビ
ニ
交
付
手
数
料
の
減
額
で
来

庁
の
負
担
や
窓
口
混
雑
、
職
員
負
担
を
軽
減
す
る
。

交
付
促
進
は
国
の
方
針
に
基も

と

づ
く
事
業
で
取
得
は
任

意
。

　

観
光
３
施
設
は
コ
ロ
ナ
禍
か
ら
売
上
・
利
益
が
回

復
し
、
一
部
で
納
付
再
開
が
見
込
ま
れ
る
。
納
付
金

は
協
定
に
基
づ
く
見
込
み
計
上
で
、
減げ

ん
め
ん免
も
収
益
状

況
等
を
踏ふ

ま
え
判
断
し
、
基
金
計
上
も
適
正
。

辻
谷 

洋
一
　
一
志 
信
一
郎

小
林
　 

浩
　
高
橋 

　
健

賛
成
の
意
見

　

マ
イ
ナ
カ
ー
ド
交
付
促そ

く
し
ん進
と
、
保
有
者
の
み
住
民

票
等
の
コ
ン
ビ
ニ
手
数
料
を
１
０
０
円
減
額
す
る
施

策
は
、
取
得
が
任
意
の
制
度
で
差
別
的
か
つ
不
当
。

減
収
分
は
窓
口
体
制
強
化
に
充あ

て
る
べ
き
。

　

観
光
３
施
設
の
基
金
残
高
を
大
幅
に
超
え
る
繰く

り
い
れ入

を
計
上
し
、
未
確
実
な
指
定
管
理
者
納
付
金
の
積
立

を
前
提
に
財
源
を
見
込
む
の
は
、
希
望
的
観
測
で
正

確
性
・
合
理
性
を
欠
く
。
地
方
財
政
法
の
趣し

ゅ
し旨
に
も

反
し
、
補
正
で
の
数
字
合
わ
せ
は
予
算
の
法ほ

う
き
せ
い

規
性
を

形け
い
が
い
か

骸
化
さ
せ
る
。

臼
井 

泰
彦
　
遠
藤 

武
文

反
対
の
意
見

議
案
第
25
号

令
和
８
年
度
安
曇
野
市
国
民
健
康
保
険

特
別
会
計
予
算

議
案
第
26
号

令
和
８
年
度
安
曇
野
市
後
期
高
齢
者

医
療
特
別
会
計
予
算

に
対
す
る
討
論

　

令
和
８
年
度
か
ら
、
こ
ど
も
未
来
戦
略
「
加
速
化

プ
ラ
ン
」
の
財
源
と
し
て
、
全
て
の
医
療
保
険
者
が

保
険
料
と
併
せ
て
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
金
を
徴

ち
ょ
う
し
ゅ
う収

す
る
。
医
療
給
付
の
財
源
を
流
用
す
る
も
の
で
は
な

く
、
少
子
化
対
策
を
社
会
全
体
で
支
え
る
仕
組
み
で

あ
る
。
負
担
や
制
度
の
分
か
り
に
く
さ
、
保
険
者
・

地
域
差
へ
の
懸け

ね
ん念
は
理
解
す
る
が
、
低
所
得
者
軽
減

等
も
踏
ま
え
、
将
来
の
地
域
社
会
と
社
会
保
障
の
持

続
可
能
性
の
観
点
か
ら
評
価
す
る
。

矢
澤 

毅
彦
　
一
志 

信
一
郎

増
井 

裕
壽

賛
成
の
意
見

　

３
月
11
日
の
福
祉
教
育
委
員
会
で
は
、
内
容
と
審

査
進
行
の
理
解
が
不
十
分
な
ま
ま
賛
成
し
て
し
ま

い
、
申
し
訳
な
い
。
改
め
て
反
対
す
る
。
令
和
８
年

度
か
ら
国
民
健
康
保
険
料
、
後
期
高
齢
者
医
療
保
険

料
に
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
金
を
上
乗
せ
す
る
が
、

医
療
保
険
料
は
医
療
給
付
の
財
源
で
あ
り
目
的
外
の

負
担
増
は
筋す

じ
ち
が違
い
。
地
域
や
加
入
保
険
に
よ
る
格
差

も
広
げ
る
た
め
、
税
制
・
歳
出
構
造
の
見
直
し
で
財

源
確
保
す
べ
き
。

菊
池 

久
美
子

反
対
の
意
見

令和 8年安曇野市議会第 1回臨時会（1月）
全議案

全員賛成で

可決

●報告第１号　専決処分の承認を求めることについて（令和７年度安曇野市一般会計補正予算（専決第２号））
・衆議院議員総選挙・最高裁判所裁判官国民審査の選挙費… ……………… 6,500万円

●議案第１号　令和７年度安曇野市一般会計補正予算（第６号）………… ６億5,300万円
～主な内容～
・太田寛前市長お別れの会… ……………………………………………………… 450万円
・住民税非課税世帯・生活保護世帯エアコン設置促進事業… ……………… 5,277万円
・ささえあい商品券事業… ………………………………………………… 5億5,250万円

●議案第２号　本陣等々力家再生・活用に係る契約について… ………… 9億8,945万円

・児童クラブ等の整備
約２億 9,700 万円

　豊科南小、豊科北小、穂高南小の各児童
クラブの設計工事、高家児童館改築に向け
ての基本設計等を行います。

・子どもの権利条例に関する
  取り組み　　　　　　　　  16 万円
　「安曇野市子どもの権利に関する条例」で
定めた市の子ども権利の日（11 月 20 日）
に合わせて、啓発・周知の為の講演会開催
とリーフレットの作成をします。

承 認

原案可決

・MTB コース管理費
約 1,300 万円

　7 月 18 日～ 20 日にかけて、堀金にある
MTB コースで全日本自転車競技選手権大会
が開催されます。その大会補助金。

一般会計歳入
481億8,000万円
※100万円未満四捨五入

市税
127億 1,100万円

分担金負担金
6億 800万円

繰入金繰越金
39億 4100万円

財産収入・寄附金
3億 9,200万円

諸収入
20億 8,900万円

地方交付税
120億円

地方譲与税等
37億 2,900万円

国県支出金等
91億 8,400万円

地方債
35億 2,700万円

衛生費
32億 7,200万円

議会費
2億 7 ,200万円

総務費
52億 7 ,300万円

民生費
168億 3 ,600万円

労働費
6,300万円

農林水産業費
18億1,900万円

商工費
24億5,300万円

土木費
53億900万円

消防費
16億5,200万円

教育費
58億6,700万円

災害復旧費
200万円 公債費

53億1,200万円

予備費
5,000万円

一般会計歳出
481億8,000万円
※100万円未満四捨五入

原案可決

◀ 1 月臨時会の
　本会議の録画映像

・AZUMINO ロゴオブジェ
  の設置　　　　　  約 560万円
　豊科南部総合公園に設置予定。

※当初予算概要書より※設置イメージ図
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議案第24号

トピック

４・
９・
10
ペ
ー
ジ
へ

常任委員会報告

総
務
環
境
委
員
会
で
は
、
議
案
９
件
を
審
査
し
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

      

議
案
名
や
本
会
議
で
の
議
決
結
果
等
→

自治会スクールで
地域コミュニティ
の活性化を

　区役員の担い手育成
の 試 み と し て、 ワ ー ク
ショップ型の「自治会ス
クール（仮称）」が新た
に予算計上されました。
開始予定：令和 8 年度より明科

地域からスタート。
徐々に全市域へ。

反
対
の
意
見

臼
井 

泰
彦

　

マ
イ
ナ
カ
ー
ド
は
個
人
情
報
を
危
険
に
さ
ら
し
、

カ
ー
ド
情
報
な
ど
、
あ
ら
ゆ
る
デ
ー
タ
を
集
積
。
マ
イ

ナ
カ
ー
ド
取
得
者
に
対
す
る
コ
ン
ビ
ニ
で
の
交
付
手
数

料
の
減
額
は
差
別
に
あ
た
る
。

令
和
８
年
度
一
般
会
計

予
算

（
総
務
環
境
委
員
会
所
管
事
項
）

中
村 

今
朝
子

賛
成
の
意
見

　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
は
国
が
進
め
て
い
る
制
度
で

コ
ン
ビ
ニ
交
付
は
窓
口
負
担

が
軽
減
さ
れ
、
利
便
性
が
高

く
、
持
っ
て
い
る
方
の
恩お

ん
け
い恵

が
多
大
で
差
別
に
は
あ
た
ら

な
い
。 総

務
環
境

ペ
ー
ジ
へ

４・
９・
10

福
祉
教
育
委
員
会
で
は
、
議
案
17
件
を
審
査
し
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

議
案
名
や
本
会
議
で
の
議
決
結
果
等
→

福
祉
教
育

問
ト
イ
レ
カ
ー
の
内
容
や
け
ん
引
す
る
方
式
に
つ

い
て
。

答
災
害
時
避
難
場
所
等
へ
の
移
動
式
の
ト
イ
レ

カ
ー
は
、
今
回
１

台
を
導
入
。
水
の

確
保
や
汚
物
処

理
な
ど
長
期
間

使
用
の
問
題
を

トイレカーイメージ

常任委員会の録画配信は、各委員会
ページに掲載の二次元コードからご覧
いただけます→

　
災
害
時
対
策
用
ト
イ
レ
カ
ー
の
導
入
に
つ
い
て

解
決
す
る
た
め
、
排は

い
せ
つ
ぶ
つ

泄
物
を
パ
ッ
ク
化
し
、
可

燃
ご
み
処
理
が
可
能
な
方
式
。

他
の
車
で
け
ん
引
し
て
運
ぶ
。

　
太
陽
光
発
電
の
補
助
額
増
に
つ
い
て

問
令
和
７
年
度
の
補
助
額
が
７
万
５
，０
０
０
円
を

ど
の
く
ら
い
引
き
上
げ
る
予
定
か
。

答
現
在
の
一
律
補
助
額
か
ら
キ
ロ
ワ
ッ
ト
当
た
り

３
万
円
と
し
上
限
20
万
円
ま
で
引
き
上
げ
の
予

定
。

議案第37号

市
有
財
産
の
処
分
に
つ
い
て

（
富
田
公
民
館
建
物
の
譲じ

ょ
う
よ与
）

　
富
田
公
民
館
建
物
の
譲
与
に
つ
い
て

問
本
施
設
の
建
物
譲
与
に
あ
た
り
今
後
同
じ
よ
う

な
市
有
財
産
を
各
地
区
に
譲
与
す
る
可
能
性
が

あ
る
か
。

答
区
等
に
建
物
な
ど
を
譲
与
す
る
に
は
、
法
人
格

が
必
要
な
た
め
、
認
可
地
縁
団
体
へ
の
移
行
を

進
め
な
が
ら
整
理
を
図は

か

っ
て
い
き
た
い
。

議案第38号

安
曇
野
市
過か

そ疎
地
域
持

続
的
発
展
計
画
の
変
更

（
令
和
８
年
度
～
令
和
12
年
度
）

　
過
疎
債
を
使
う
大
き
な
目
玉
事
業
と
は

問
過
疎
債
の
活
用
で
優
先
す
る
事
業
は
何
か
。
改

正
し
た
過
疎
計
画
は
、
何
を
も
っ
て
達
成
と
す

る
か
。

答
過
疎
債
活
用
事
業

で
主
な
事
業
は
、

東
部
ア
ウ
ト
ド
ア

拠
点
と
松
糸
道
路

へ
の
ア
ク
セ
ス
道

路
の
整
備
。
計
画

に
示
し
た
基
本
目

標
の
数
値
を
も
っ

て
計
画
達
成
を
判

断
す
る
。

東部アウトドアにぎわいのイメージ

常任委員会の録画配信は、各委員会
ページに掲載の二次元コードからご覧
いただけます→

常任委員会報告

議案第24号

令
和
８
年
度
一
般
会
計

予
算

（
福
祉
教
育
委
員
会
所
管
事
項
）

　
精
神
障
が
い
者
の
入
院
医
療
費
助
成
に
つ
い
て

問
精
神
障
が
い
者
１
級
・
２
級
の
入
院
医
療
助
成

に
つ
い
て
、
対
象
者
数
は
ど
の
程
度
見
込
ん
で

い
る
の
か
。
ま
た
制
度
拡
充
に
よ
る
影
響
は
。

答
現
在
、
市
内
の
精
神
障
が
い
者
１
級
・
２
級
の

受
給
者
約
１
０
０
０
人
を
基
に
積
算
し
て
い
る
。

今
回
の
制
度
拡
充
に
よ
り
、
入
院
に
係か

か

る
経
済

的
負
担
の
軽
減
に
つ
な
が
る
よ
う
取
り
組
ん
で

い
く
。

　
医
療
的
ケ
ア
児
在
宅
レ
ス
パ
イ
ト
事
業
に
つ
い
て

問
医
療
的
ケ
ア
児
の
在
宅
レ
ス
パ
イ
ト
事
業
に
つ

い
て
、
18
歳
以
上
の
医
療
的
ケ
ア
者
や
そ
の
家

族
へ
の
支
援
は
ど
う
な
る
の
か
。

答
18
歳
未
満
の
児
童
だ
け
で
な
く
、
障
が
い
福
祉

サ
ー
ビ
ス
に
つ
な
が
ら
な
い
18
歳
以
上
の
方
も

対
象
と
し
て
い
る
。
訪
問
看
護
事
業
者
な
ど
と

連
携
し
な
が
ら
、
家
族
の
負
担
軽
減
に
つ
な
が

る
支
援
体
制
の
整
備
を
進
め
て
い
く
。

　
小
学
校
給
食
費
無む
し
ょ
う
か

償
化
に
つ
い
て

問
小
学
校
給
食
費
の
無
償
化
に
よ
っ
て
、
給
食
の

質
や
食
材
内
容
に
影
響
は
出
な
い
の
か
。

答
学
校
給
食
法
に
基も

と

づ
き
、
栄
養
バ
ラ
ン
ス
の
確

保
や
、
地
産
地
消
の
推
進
、
食
材
価
格
の
高こ

う
と
う騰

も
踏ふ

ま
え
、
給
食
費
の
増
額
改
定
な
ど
に
よ
り
、

子
ど
も
た
ち
が
安
心
し
て
食
べ
ら
れ
る
学
校
給

食
の
提
供
を
継
続
し
て
い
く
。

問
不
登
校
な
ど
で
給
食
を
利
用
し
て
い
な
い
児
童

の
分
に
つ
い
て
、
市
の
補
助
分
を
還か

ん
げ
ん元
で
き
な

い
か
。

答
学
校
給
食
を
利
用
し
て
い
な
い
児
童
へ
の
対
応

に
つ
い
て
は
、
自
治
体
の
裁
量
で
で
き
る
制
度

も
あ
る
。
国
の
制
度
の
詳
細
を
確
認
し
な
が
ら
、

教
育
委
員
会
で
検
討
し
て
い
く
。
制
度
の
趣し

ゅ
し旨

も
踏
ま
え
、
公
平

性
の
観
点
か
ら
の

対
応
も
重
要
で
あ

る
。
今
後
、
国
の

方
針
や
制
度
内
容

を
踏
ま
え
な
が
ら

検
討
を
進
め
て
い

く
。

議案第25号

令
和
８
年
度
国
民
健
康

保
険
特
別
会
計
予
算 

　
人
間
ド
ッ
ク
に
つ
い
て

問
人
間
ド
ッ
ク
の
助
成
に
つ
い
て
、
利
用
状
況
や

今
後
の
方
向
性
は
ど
う
考
え
て
い
る
の
か
。

答
健
康
診
断
の
受
診
は
病
気
の
早
期
発
見
・
早
期

治
療
に
つ
な
が
る
重
要
な
取
り
組
み
。
市
と
し

て
も
受
診
機
会
の
確
保
や
制
度
の
周
知
を
進
め
、

健
康
づ
く
り
の
推
進
に
努つ

と

め
て
い
く
。
生
活
習

慣
病
の
予
防
や
健
康
寿
命
の
延え

ん
し
ん伸
に
も
つ
な
が

る
取
り
組
み
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
引
き
続
き
受

診
率
の
向
上
を
図は

か

っ
て
い
く
。
市
民
が
安
心
し

て
健
康
管
理
に
取
り
組
め
る
よ
う
、
制
度
の
周

知
や
利
用
促
進
に
努
め
て
い
く
。

トピック

災害用支援バンダナを配付

　視覚・聴覚に障がいのある方などが避難時
に支援を受けやすくするため、災害用支援バ
ンダナを配付します。支所の防災倉庫にも配
備し、緊急時の円滑な支援につなげます。

富田公民館と有明山
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常任委員会報告

経
済
建
設
委
員
会
で
は
、
議
案
23
件
を
審
査
し
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

   

議
案
名
や
本
会
議
で
の
議
決
結
果
等
→

ペ
ー
ジ
へ

経
済
建
設

      産業・経済・観光・水道
議案
番号 件　　　　　　　名 結果

7号 旧安曇野市・松本市山林組合に関する基金条例

原案
可決

8号 安曇野市明科産業会館使用料徴収条例を廃止する条例

9号 安曇野市営住宅条例の一部を改正する条例

17号 令和７年度安曇野市上川手山林財産区特別会計補正
予算（第２号）

18号 令和７年度安曇野市北の沢山林財産区特別会計補正
予算（第１号）

19号 令和７年度安曇野市有明山林財産区特別会計補正予
算（第１号）

20号 令和７年度安曇野市富士尾沢山林財産区特別会計補
正予算（第１号）

21号 令和７年度安曇野市穂高山林財産区特別会計補正予
算（第１号）

22号 令和７年度安曇野市水道事業会計補正予算（第４号）

23号 令和７年度安曇野市下水道事業会計補正予算
（第２号）

28号 令和８年度安曇野市上川手山林財産区特別会計予算

29号 令和８年度安曇野市北の沢山林財産区特別会計予算

30号 令和８年度安曇野市有明山林財産区特別会計予算

31号 令和８年度安曇野市富士尾沢山林財産区特別会計予算

32号 令和８年度安曇野市穂高山林財産区特別会計予算

33号 令和８年度安曇野市産業団地造成事業特別会計予算

34号 令和８年度安曇野市有明荘特別会計予算

35号 令和８年度安曇野市水道事業会計予算

36号 令和８年度安曇野市下水道事業会計予算

40号 市道の廃止について

41号 市道の認定について

      健康・福祉・教育
議案
番号 件　　　　　　　名 結果

5号 安曇野市福祉医療費給付金条例の一部を改正する条例

原案
可決

6号 安曇野市国民健康保険条例の一部を改正する条例

10号 安曇野市立認定こども園条例の一部を改正する条例

11号 安曇野市乳児等通園支援事業の設備及び運営に関す
る基準を定める条例の一部を改正する条例

12号 安曇野市特定乳児等通園支援事業の運営に関する基
準を定める条例の一部を改正する条例

14号 令和７年度安曇野市国民健康保険特別会計補正予算
（第４号）

15号 令和７年度安曇野市後期高齢者医療特別会計補正予算
（第３号）

16号 令和７年度安曇野市介護保険特別会計補正予算
（第５号）

25号 令和８年度安曇野市国民健康保険特別会計予算

26号 令和８年度安曇野市後期高齢者医療特別会計予算

27号 令和８年度安曇野市介護保険特別会計予算

39号 松塩筑木曽老人福祉施設組合規約の変更について

43号 安曇野市介護保険条例の一部を改正する条例

44号 安曇野市国民健康保険税条例の一部を改正する条例

      総務・政策・財政・環境
議案
番号 件　　　　　　　名 結果

3号 安曇野市特別職の職員等の旅費又は費用弁償に関す
る条例の一部を改正する条例

原案
可決

4号 安曇野市職員の旅費に関する条例の一部を改正する
条例

13号 令和７年度安曇野市一般会計補正予算（第７号）

24号 令和８年度安曇野市一般会計予算

37号 市有財産の処分について（富田公民館建物の譲与）

38号 安曇野市過疎地域持続的発展計画の変更について

42号 安曇野市消防団員等公務災害補償条例の一部を改正
する条例

      報告事項
報告
番号 件　　　　　　　名 結果

2号 地方自治法第 180 条の規定による専決処分の報告につ
いて（公用車事故に関すること）

受理3号 地方自治法第 180 条の規定による専決処分の報告につ
いて（公用車事故に関すること）

4号 地方自治法第 180 条の規定による専決処分の報告につ
いて（公用車事故に関すること）

令和８年 3月定例会   3月定例会の結果です

      人事
議案
番号 件　　　　　　　名 結果

45号 人権擁護委員の推薦につき意見を求めることについて

同意46号 副市長の選任について

47号 教育長の任命について

      議員提出議案
提出
番号 件　　　　　　　名 結果

1号 カルテ等医療記録の保存期間見直しと保存体制
の整備を求める意見書

原案
可決2号

アメリカ合衆国とイスラエル国によるイラン・
イスラム共和国に対する先制攻撃を厳しく非難
し、即時中止を求める意見書

3号 非核三原則の堅持を求める意見書

常任委員会の録画配信は、各委員会
ページに掲載の二次元コードからご覧
いただけます→

議案第24号

令
和
８
年
度
一
般
会
計

予
算

（
経
済
建
設
委
員
会
所
管
事
項
）

　
農
家
民
宿
事
業
の
推
進
に
つ
い
て

問
海
外
で
は
ど
こ
の
国
か
ら
受
け
入
れ
を
見
込
ん

で
い
る
の
か
。

答
台
湾
か
ら
見
込
ん
で
い
る
。
な
お
、
令
和
７
年

度
も
台
湾
か
ら
の
受
け
入
れ
が
多
い
が
、
こ
れ

は
教
育
旅
行
誘ゆ

う
ち致
活
動
に
お
け
る
Ｐ
Ｒ
が
、
功こ

う

を
奏そ

う

し
た
結
果
だ
と
考
え
て
い
る
。

　
体
育
施
設
へ
の
ス
マ
ー
ト
ロ
ッ
ク
導
入
に
つ
い
て

問
ス
マ
ー
ト
ロ
ッ
ク
導
入
に
よ
り
期
待
さ
れ
る
効

果
と
は
。

答
施
設
利
用
者
に
と
っ
て
、
鍵
の
受
け
取
り
や
返

却
に
か
か
る
手
間
や
負
担
が
軽
減
さ
れ
、
ま
た

鍵
の
紛ふ

ん
し
つ失
リ
ス
ク
も
解か

い
し
ょ
う消さ
れ
る
。

問
堀
金
地
域
で
先
行
導
入
し
、
今
後
他
の
地
域
に

も
導
入
し
て
い
く
の
か
。

答
施
設
管
理
人
か
ら
の
聞
き
取
り
や
、
利
用
者
ア

ン
ケ
ー
ト
で
効
果
を
検け

ん
し
ょ
う証
し
、
そ
の
結
果
を
踏ふ

ま
え
て
、
令
和
９
年
度
に
は
豊
科
と
三
郷
地
域

に
、
令
和
10
年
度
に
は
穂
高
と
明
科
地
域
の
社

会
体
育
施
設
や
学
校
体
育
施
設
に
導
入
を
検
討

し
て
い
る
。

　
基き
き
ん
く
り
い
れ

金
繰
入
金
に
つ
い
て

問
安
曇
野
の
里
運
営
事
業
、
フ
ァ
イ
ン
ビ
ュ
ー
室

山
運
営
事
業
、
ほ
り
で
ー
ゆ
～
運
営
事
業
に
つ

い
て
は
、
事
業
費
の
一
部
に
基
金
繰
入
金
を
充あ

て
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
が
、
残
高
が
な
い
の

に
繰
入
れ
が
で
き
る
の
か
。

答
令
和
８
年
度
中
に
各
施
設
の
指
定
管
理
者
か
ら

納の
う
ふ付
さ
れ
る
施
設
利
用
料
を
原げ

ん
し資
と
し
て
、
繰

入
れ
が
可
能
で
あ
る
。

反
対
の
意
見

遠
藤 

武
文

　
施
設
利
用
料
の
納
付
見み

こ込
み
が
限
り
な
く
ゼ
ロ
に
近

い
こ
と
を
承
知
し
な
が
ら
、
基
金
繰
入
金
を
計
上
し
て

お
り
、
地
方
財ざ

い
せ
い政
法
第
３
条
に
違
反
し
て
い
る
。

一
志 

信
一
郎

賛
成
の
意
見

　
基
金
を
活
用
し
て
事
業
を
進
め
て
い
く
必
要
が
あ

り
、こ
れ
か
ら
一
歩
一
歩
確
実
に
進
ん
で
い
く
た
め
に
、

予
算
化
さ
れ
て
い
る
も
の
だ
。

　
眺ち
ょ
う
ぼ
う望点
に
お
け
る
標ひ
ょ
う
し
き識設
置
工
事
に
つ
い
て

問
重
要
眺
望
点
に
標
識
を
設
置
す
る
と
の
こ
と
だ

が
、ど
こ
に
ど
の
よ
う
な
も
の
を
設
置
す
る
の
か
。

答
長な

が
み
ね峰
山
や
国
営
ア
ル
プ
ス
あ
づ
み
の
公
園
な
ど

計
８
カ
所
の
眺
望
点
に
設
置
を
予
定
し
て
い
る
。

景
観
を
妨さ

ま
た
げ
ず
か
つ
安
全
な
標

ひ
ょ
う
ち
ゅ
う
柱
で
、
ス
マ
ー

ト
フ
ォ
ン
な
ど
で
二
次
元
コ
ー
ド
を
読
み
取
る

議案第35号

令
和
８
年
度
水
道
事
業

会
計
予
算

　
穂
高
・
明
科
地
域
の
漏ろ
う
す
い水
調
査
に
つ
い
て

問
穂
高
・
明
科
地
域
に
お
け
る
漏
水
調
査
や
対
策

工
事
の
進し

ん
ち
ょ
く捗状
況
は
ど
う
か
。

答
市
内
で
も
穂
高・明
科
地
域
の
漏
水
が
多
い
こ
と
か
ら
、

今
年
度
よ
り
漏
水
の
解か

い
せ
き析
と
い
う
新
た
な
方
法
に
よ

り
、
漏
水
エ
リ
ア
を
絞し

ぼ
る
と
こ
ろ
か
ら
始
め
て
い
る
。

問
漏
水
調
査
と
併
せ
て
進
め
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
、
水
道
管
の
布ふ

せ
つ設
替
え
の
進
捗
は
ど
う
か
。

答
物
価
上
昇
に
伴
う
工
事
単た

ん
か価
の
上
昇
、
職
員
数

の
減
、
工
事
業
者
の
高
齢
化
や
採
用
難
な
ど
に

よ
り
、
発は

っ
ち
ゅ
う注
可
能
な
仕
事
量
が
限
ら
れ
て
お
り
、

中
々
厳
し
い
状
況
に
あ
る
。

トピック
旧安曇野市・松本市山林
組合に関する基金条例の

制定について

　山林組合は３月末をもっ
て解散しましたが、山林組
合所有の現金を原資として、
新たに基金を創設しました。
　この基金は、引き継いだ
山林を市有林として管理・
整備していくために活用し
ます。

と
、
説
明
が
表
示
さ
れ
る
と
い
っ
た
も
の
を
考

え
て
い
る
。
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※
チ
ャ
レ
ン
ジ
シ
ョ
ッ
プ
…
創
業
希
望
者
が
お
店
を
試
験
的
に
出
せ
る
場
所
・
制
度
。

※「
か
ら
だ
を
動
か
し
、
頭
で
考
え
、
心
に
感
ず
る
」
…
臼
井
吉
見
氏
が
中
学
生
に
行
っ
た
講
演
会
の
中
で
語
っ
た
言
葉
の
一
つ
。
第
１
次
安
曇
野
市
教
育
振
興
基
本
計
画
の
基
本
理
念
に
も
組
み
込
ま
れ
て
い
る
。

全議案のうち賛否が分かれた議案等

令和８年 3月定例会

材
料
と
し
た
い
。

　
問	

地
域
通
貨
導
入
の
考
え
は
。

商
工	

地
域
通
貨
は
加
盟
店
の
確
保
、
ポ
イ
ン

ト
原
資
、
持
続
可
能
な
制
度
設
計
が
課

題
。
飛
騨
地
域
の
「
さ
る
ぼ
ぼ
コ
イ
ン
」

は
、
成
功
例
と
し
て
認
識
し
て
い
る
。

現
時
点
で
は
市
で
の
導
入
は
検
討
し
て

い
な
い
が
金
融
機
関
や
商
工
会
と
意
見

交
換
し
、
事
例
研
究
を
進
め
る
。

　
問	

穂
高
駅
前
通
り
の
空
き
店
舗
等
へ
の
チ

	

ャ
レ
ン
ジ
シ
ョ
ッ
プ
制
度
の
導
入
は
。

商
工	

創
業
支
援
施
策
と
連
動
す
る
可
能
性
が

あ
る
た
め
調
査
研
究
す
る
。
た
だ
し
民

間
の
シ
ェ
ア
オ
フ
ィ
ス
や
、
間
借
り
営

業
と
の
す
み
分
け
も
必
要
と
考
え
る
。

　
問	

市
政
運
営
に
お
い
て
最
も
大
切
に
し
て

い
る
価
値
観
、
政
策
の
判
断
の
基
準
は
。

ま
た
、
価
値
観
や
基
準
は
、
事
業
の
採

否
や
予
算
配
分
に
反
映
さ
れ
る
の
か
。

市
長	

市
民
の
皆
さ
ん
の
声
に
耳
を
傾か

た
むけ
、
公

正
公
平
を
基
本
と
し
、
将
来
世
代
に
責

任
を
持
て
る
持
続
可
能
な
市
政
運
営
を

行
う
こ
と
が
大
切
に
す
べ
き
価
値
観
。

限
ら
れ
た
人
員
や
財
源
で
ど
の
よ
う
に

配
分
す
る
か
判
断
が
重
要
。
そ
の
判
断
、

事
業
の
採
否
は
安
曇
野
市
総
合
計
画
が

拠よ

り
所ど

こ
ろ。

市
民
や
地
域
事
業
者
の
た
め

の
事
業
か
、
費
用
対
効
果
、
施
策
評
価
、

事
業
実
施
を
総
合
的
に
勘か

ん
あ
ん案
す
る
。

　
問	

前
市
政
か
ら
の
継
承
点
、
見
直
す
点
は
。

市
長	

基
本
的
に
は
、
前
市
長
の
方
針
を
継
承

し
成
果
を
見
極
め
て
推
進
す
る
が
、
社

会
情
勢
や
市
民
ニ
ー
ズ
の
変
化
に
応
じ

て
、
必
要
な
施
策
は
見
直
し
を
行
う
。

　
問	

さ
さ
え
あ
い
商
品
券
の
デ
ジ
タ
ル
化
は
。

商
工	

事
業
所
の
換
金
方
法
を
電
子
申
請
と
し
、

一
部
デ
ジ
タ
ル
化
を
し
た
。
今
後
、
事

業
実
績
を
検け

ん
し
ょ
う証し
デ
ジ
タ
ル
化
の
検
討

新
市
長
が
示
す
安
曇
野
市
政

の
継
承
と
発
展
の
道

青藍会
辻谷 洋一

一 般 質 問

　
問	

太
田
前
市
長
は
、
常
念
校
長
佐さ

と
う藤

嘉か
い
ち市

（
元
堀
金
小
学
校
校
長
）
と
臼
井
吉
見

	

（
同
校
で
の
教
え
子
）
に
つ
い
て
、
次

	

の
よ
う
な
言
葉
を
残
し
て
い
る
。「
～

	

堀
金
中
学
校
の
校
歌
は
、
作
詞
が
臼
井

吉
見
に
よ
る
も
の
で
、‶

げ
ん
げ
田
に

	

白
壁
映
え
て　
槍　
穂
高　
常
念
ケ
岳〟

	

と
い
う
歌
詞
で
す
。
常
念
岳
は
そ
の
麓ふ

も
と、

安
曇
野
の
人
々
に
愛
さ
れ
、
今
も
凛り

ん
り
ん々

と
そ
び
え
て
お
り
ま
す
。」（
一
部
抜

	

粋
）
市
長
は
、
太
田
前
市
長
の
思
い
を

	

胸
に
引
き
継
い
で
い
か
れ
る
が
、
臼
井

	

吉
見
を
は
じ
め
、
様
々
な
文
化
芸
術
の

	

分
野
で
活
躍
す
る
多
く
の
人
物
を
輩

は
い
し
ゅ
つ出

し
た
こ
の
安
曇
野
で
、
未
来
を
担に

な

う
子

ど
も
た
ち
は
ど
の
よ
う
に
育
っ
て
ほ
し

い
の
か
伺
う
。

市
長	

市
で
は
、
子
ど
も
た
ち
が
夢
を
持
ち
、

そ
の
夢
を
実
現
す
る
た
め
に
未
来
を
拓ひ

ら

く
力
を
身
に
つ
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ

う
願
い
、
施
策
を
展
開
し
て
い
る
。
先

人
た
ち
か
ら
引
き
継
が
れ
て
き
た
地
域

の
自
然
、
人
、
そ
こ
に
息
づ
く
文
化
や

芸
術
に
数
多
く
触
れ
、
感
受
性
や
創
造

性
豊
か
な
子
ど
も
を
育は

ぐ
くん
で
い
き
た
い
。

　
問	

臼
井
吉
見
は
校
歌
に
ど
の
よ
う
な
思
い

を
込
め
た
と
考
え
て
い
る
か
。
ま
た
、

そ
れ
を
踏ふ

ま
え
た
市
の
教
育
施
策
に
つ

い
て
伺
う
。

教
長	

堀
金
中
学
校
の
校
歌
は
、
臼
井
吉
見
が

ふ
る
さ
と
安
曇
野
に
寄
せ
る
郷
土
愛
と
、

新
た
な
時
代
を
築き

ず

く
若
者
た
ち
に
、
理

想
を
高
く
掲か

か

げ
て
力
強
く
羽
ば
た
け
と

熱
意
に
燃
え
て
つ
く
っ
た
大
作
で
あ
る
。

引
き
続
き
各
学
校
や
園
の
特
色
を
生い

か

し
な
が
ら
、
市
が
目
指
す
子
ど
も
像
に

掲
げ
る「
か
ら
だ
を
動
か
し
、頭
で
考
え
、

心
に
感
ず
る
」
た
く
ま
し
い
安
曇
野
の

子
ど
も
を
育
ん
で
い
き
た
い
。

「
臼う

す

い井
吉よ

し

み見
と
と
も
に
」

臼井吉見が毎週の全校朝礼で見た常念岳

地域経済を回す新たな仕組み

〇
会
派
構
成
の
変
更
に
伴と
も
なう

、
委
員
会
等
構
成
の
変
更

・
議
会
運
営
委
員
会
（
◎
：
委
員
長　
〇
：
副
委
員
長
）

◎
大
竹　
啓
正　
／　
◯
辻
谷　
洋
一　
／　
内
川　
集
雄　
／　
林　
孝
彦

　
平
林　
明　
／　
臼
井　
泰
彦　
／　
木
船　
潤
一　
／　
田
口　
貞
夫

〇
会
派
構
成
（
変
更
分
の
み
）

　
新
し
い
会
派
が
結
成
さ
れ
ま
し
た
。（
令
和
８
年
２
月
１
日
）（
◎
：
会
派
長
）

青せ
い
ら
ん
か
い

藍
会

◎
大
竹　
啓
正　
／　
辻
谷　
洋
一　
／　
矢
澤　
毅
彦

　
今
井 

美
智
子　
／　
高
橋　
健　
／　
小
林　
浩

〇
広
聴
交
流
研
究
会
が
発
足
し
ま
し
た

意
見
交
換
の
場
の
企
画
、
立
案
等
に
向
け
て
調
査
研
究
を
行
い
ま
す
。

現
在
、
市
内
高
校
生
と
の
意
見
交
換
の
場
づ
く
り
の
研
究
を
し
て
い
ま
す
。

（
令
和
８
年
２
月
６
日
）（
◎
：
会
長　
〇
：
副
会
長
）

◎
増
井　
裕
壽　
／　
〇
野
部　
知
江　
／　
中
村 

今
朝
子

　
吉
澤　
茉
帆　
／　
小
林　
浩　
／　
丸
山　
健
太

※
次
ペ
ー
ジ
か
ら
の
一
般
質
問
の
各
議
員
の
所
属
会
派
は
、
令
和
８
年
３
月
定
例
会
に
お

け
る
一
般
質
問
実
施
時
点
で
の
会
派
名
と
な
っ
て
い
ま
す
。

○：賛成　　×：反対　　欠：欠席　　除：除斥　　退：退席　　議：議長

議席番号 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22

議案等
番号 議決日 議決

結果

丸
山
　
健
太

小
林
　
　
浩

菊
池
久
美
子

田
口
　
貞
夫

高
橋
　
　
健

今
井
美
智
子

木
船
　
潤
一

野
部
　
知
江

吉
澤
　
茉
帆

遠
藤
　
武
文

矢
澤
　
毅
彦

中
村
　
芳
朗

大
竹
　
啓
正

辻
谷
　
洋
一

増
井
　
裕
壽

臼
井
　
泰
彦

一
志
信
一
郎

平
林
　
　
明

林
　
　
孝
彦

内
川
　
集
雄

中
村
今
朝
子

増
田
望
三
郎

議　案
第23号

令和７年度安曇野市下水道事業会計
補正予算（第２号） 2/20 原案

可決 〇 〇 × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 欠 × 〇 〇 〇 〇 〇 議

議　案
第24号 令和８年度安曇野市一般会計予算 3/19 原案

可決 〇 〇 × 〇 〇 〇 〇 〇 欠 × 〇 〇 〇 〇 〇 × 〇 〇 〇 〇 〇 議

議　案
第25号

令和８年度安曇野市国民健康保険
特別会計予算 3/19 原案

可決 〇 〇 × 〇 〇 〇 〇 〇 欠 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × 〇 〇 〇 〇 〇 議

議　案
第26号

令和８年度安曇野市後期高齢者医療
特別会計予算 3/19 原案

可決 〇 〇 × 〇 〇 〇 〇 〇 欠 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × 〇 〇 〇 〇 〇 議

議　案
第44号

安曇野市国民健康保険税条例の一部
を改正する条例 3/19 原案

可決 〇 〇 × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × 〇 〇 〇 〇 〇 議

議員提出
第１号

カルテ等医療記録の保存期間見直し
と保存体制の整備を求める意見書 3/19 原案

可決 〇 × 〇 〇 〇 × 〇 × 〇 × 〇 × × × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × 議

議員提出
第２号

アメリカ合衆国とイスラエル国によるイラ
ン・イスラム共和国に対する先制攻撃を
厳しく非難し、即時中止を求める意見書

3/19 原案
可決 〇 × 〇 〇 〇 〇 × 〇 〇 〇 〇 〇 × × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 議

議員提出
第３号 非核三原則の堅持を求める意見書 3/19 原案

可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 議

議員名

議案名

会派 アヅミライ
一志 信一郎

※

※

市
内
の
経
済
対
策
に
つ
い
て
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3 月
定例会

※
ウ
ッ
ド
ス
タ
ー
ト
…
産
ま
れ
た
赤
ち
ゃ
ん
に
木
の
お
も
ち
ゃ
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
す
る
こ
と
。

★
答
弁
者
の
表
記
★　
市
長
→
市
長　
職
務
代
理
者
→
代
理　
副
市
長
→
副
長　
教
育
長
→
教
長　
危
機
管
理
監
→
危
機　
総
務
部
長
→
総
務　
政
策
部
長
→
政
策　
市
民
生
活
部
長
→
生
活

　
　
　
　
　
　
　
　
　
福
祉
部
長
→
福
祉　
保
健
医
療
部
長
→
保
健　
農
林
部
長
→
農
林　
都
市
建
設
部
長
→
建
設　
商
工
観
光
ス
ポ
ー
ツ
部
長
→
商
工　
上
下
水
道
部
長
→
水
道　
教
育
部
長
→
教
部

市政のここが聴きたい!! 一 般 質 問

等
性
の
観
点
か
ら
も
整
理
し
て
い
く
必

要
が
あ
る
。
電
池
等
の
消
耗
品
を
助
成

対
象
と
す
る
こ
と
は
、
市
の
独
自
事
業

と
な
る
こ
と
か
ら
、
国
・
県
・
近
隣
市

等
の
動
向
を
注
視
し
検
討
し
て
い
く
。

　
問	

以
前
に
ウ
ッ
ド
ス
タ
ー
ト
を
要
望
し
た
。

そ
れ
と
共
に
お
も
ち
ゃ
美
術
館
の
設
立

を
要
望
す
る
が
ど
う
か
。

農
林	

木
育
キ
ャ
ラ
バ
ン
や
ウ
ッ
ド
ス
タ
ー
ト

の
取
り
組
み
を
前
に
進
め
る
こ
と
で
、

木
育
の
推
進
と
機
運
の
醸じ

ょ
う
せ
い成を

図
り
な

が
ら
、
実
現
の
可
能
性
を
考
え
て
い
く
。

無所属
中村 今朝子

聴ち
ょ
う
か
く覚
障
が
い
者（
児
）等
の

支
援
拡
充
を

　
問	

重
度
・
高
度
難な

ん
ち
ょ
う
じ

聴
児
の
補ほ

ち
ょ
う
き

聴
器
購
入
費

の
保
護
者
負
担
は
１
割
だ
が
、
身
体
障

害
者
手
帳
の
交
付
対
象
と
な
ら
な
い
軽

度
・
中
等
度
の
難
聴
児
の
補
聴
器
購
入

に
か
か
る
費
用
助
成
に
つ
い
て
は
、
市

が
３
分
の
２
を
助
成
し
、
３
分
の
１
が

保
護
者
負
担
と
な
っ
て
い
る
。
補
聴
器

を
必
要
と
す
る
全
て
の
子
ど
も
に
平
等

に
助
成
を
し
て
ほ
し
い
が
ど
う
か
。

福
祉	

軽
度
・
中
等
度
の
難
聴
児
に
と
っ
て
、

早
期
に
適
切
な
補
聴
器
を
使
用
す
る
こ

と
は
、
極
め
て
重
要
で
あ
る
。
個
人
負

担
の
割
合
を
10
分
の
１
に
し
て
、
子
育

て
世
帯
の
負
担
軽
減
を
図は

か
り
た
い
。

　
問	

人
工
内な

い
じ耳
の
電
池
交
換
は
、
電
池
式
な

ら
数
週
間
、
充
電
式
な
ら
２
～
３
年
が

寿じ
ゅ
み
ょ
う

命
で
交
換
が
必
要
と
な
り
、
充
電
池

自
体
の
費
用
は
約
２
万
円
か
か
り
、
そ

れ
が
一
生
続
く
。
電
池
代
は
保
険
適
用

外
の
場
合
が
多
く
経
済
的
負
担
と
な
る
。

電
池
等
消し

ょ
う
も
う耗

品
の
費
用
の
助
成
を
要
望

す
る
が
ど
う
か
。

福
祉	

人
工
内
耳
以
外
の
対
象
品
目
に
も
、
電

池
や
充
電
器
が
必
要
な
品
目
も
あ
る
が
、

助
成
対
象
に
な
っ
て
い
な
い
た
め
、
平

　
問	

急
速
に
進
展
す
る
少
子
化
を
背
景
に
、

民
間
企
業
や
他
自
治
体
と
の
人
材
獲
得

競
争
が
激は

げ

し
さ
を
増
し
て
い
る
。
意
欲

あ
る
優
秀
な
職
員
を
確
保
し
育
成
し
て

い
く
た
め
に
は
、
安
曇
野
市
役
所
が
ど

の
よ
う
な
人
材
を
求
め
育
成
し
た
い
の

か
を
、
内
外
に
明
確
に
示
さ
な
く
て
は

な
ら
な
い
。
そ
こ
で
改
定
か
ら
10
年
が

経
過
す
る
「
安
曇
野
市
人
材
育
成
方
針
」

を
、
現
在
の
行
政
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
た

育
成
方
針
に
改
定
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

総
務	

改
定
に
向
け
作
業
を
進
め
て
い
る
。
働

き
方
改
革
の
推
進
や
職
員
主
体
の
キ
ャ

リ
ア
形
成
支
援
と
い
っ
た
視
点
を
踏ふ

ま

え
、
具
体
的
方
針
を
取
り
ま
と
め
た
い
。

　
問	

職
員
の
働
き
方
改
革
を
進
め
て
い
く
た

め
に
は
、
業
務
の
ス
ク
ラ
ッ
プ
＆
ビ
ル

ド
の
ス
ク
ラ
ッ
プ
（
業
務
量
の
削
減
）

の
視
点
が
特
に
重
要
だ
。
そ
こ
で
一
例

と
し
て
、
窓
口
受
付
時
間
を
短
縮
し
て

は
ど
う
か
。
窓
口
業
務
の
人
員
削
減
に

よ
り
、
新
た
な
課
題
解
決
や
人
に
し
か

で
き
な
い
市
民
サ
ー
ビ
ス
に
対
し
て
、

人
員
を
充あ

て
る
こ
と
が
可
能
と
な
り
、

結
果
と
し
て
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
が

期
待
で
き
る
の
で
は
な
い
か
。

総
務	

長
野
県
や
近き

ん
り
ん隣
自
治
体
で
は
、
窓
口
受

付
時
間
の
短
縮
や
試
行
的
取
り
組
み
が

進
ん
で
お
り
、
本
市
に
お
い
て
も
、
働

き
方
改
革
を
推
進
す
る
観
点
か
ら
、
現

在
検
討
し
て
い
る
。

　
問	

限
り
あ
る
予
算
や
人
的
資
源
を
有
効
活

用
す
る
と
い
う
点
に
お
い
て
も
、
窓
口

受
付
時
間
の
短
縮
は
有ゆ

う
よ
う用
な
施
策
だ
。

Ｄ
Ｘ
や
行
政
改
革
を
推
進
す
る
と
い
う

観
点
か
ら
も
検
討
す
べ
き
で
は
。

政
策	

令
和
７
年
度
中
に
は
庁
内
で
検
討
委
員

会
を
立
ち
上
げ
、
実
施
時
期
や
対
象
施

設
な
ど
を
本
格
的
に
検
討
し
て
い
く
。

意
欲
あ
る
優
秀
な
職
員
を

確
保
育
成
す
る
取
り
組
み

青藍会
高橋 健

市民サービスの向上は職員力の向上が不可欠

　
問	

令
和
９
年
度
、
政
府
は
農
業
生
産
の
維

持
拡
大
を
図
る
べ
く
、
５
年
間
水
張
り

ル
ー
ル
の
緩か

ん
わ和

を
含
め
、
全
て
の
田
畑

の
フ
ル
活
用
に
よ
り
、
作
物
ご
と
の
生

産
性
向
上
を
重
視
し
た
支
援
策
等
水
田

活
用
の
直
接
支
払
交
付
金
を
根
本
的
に

見
直
す
方
針
。
さ
ら
に
ス
マ
ー
ト
農
業

や
農
地
集
約
に
よ
る
生
産
性
向
上
の
推

進
に
対
す
る
方
針
に
つ
い
て
、
本
市
と

し
て
の
見
解
が
必
要
。
作さ

く

付づ
け

計
画
の
変

更
は
、
前
年
か
ら
実
行
に
入
る
た
め
早

急
な
方
向
性
を
示
す
べ
き
。

農
林	

交
付
金
対
象
農
地
は
、
５
年
に
１
度
の

水
張
り
は
求
め
な
い
旨
、
令
和
７
年
２

月
に
周
知
、
そ
の
他
に
つ
い
て
は
、
国
・

県
等
の
関
係
機
関
と
連
携
し
政
策
内
容

が
示
さ
れ
た
時
点
で
即
時
説
明
す
る
。

　
問	

農
業
用
施
設
、
機
械
等
の
導
入
支
援
を

見
直
し
、
機
械
整
備
資
金
補
助
率
向
上

や
条
件
と
な
る
要
求
水
準
緩
和
は
。

農
林	

集
落
営
農
組
織
や
認
定
農
業
者
を
対
象

に
市
独
自
の
農
業
用
機
械
や
施
設
整
備

に
対
す
る
補
助
制
度
を
設
け
て
い
る
。

支
援
の
見
直
し
は
、
新
た
な
農
業
施
策

に
関
わ
る
国
や
県
の
動
向
を
注
視
、
連

携
し
実
情
に
応
じ
た
支
援
の
継
続
、
拡

充
を
進
め
る
。

　
問	

農
業
従じ

ゅ
う
じ
し
ゃ

事
者
確
保
に
お
け
る
持
続
可
能

な
本
市
の
離り

の
う農

か
ら
転
換
す
る
新
た
な

出
口
戦
略
に
つ
い
て
。

市
長	

第
３
次
農
業
・
農
村
振
興
基
本
計
画
の

「
稼か

せ
ぐ
」「
守
る
」「
農
と
生
き
る
」
を
施

策
の
３
本
柱
と
し
、
機
械
導
入
に
よ
る

初
期
投
資
の
軽
減
対
策
、
令
和
７
年
度

の
地
域
計
画
等
、
各
施
策
を
横
断
的
に

活
用
、
持
続
可
能
な
農
業
を
実
現
す
る
。

　
問	

工
事
、
ま
た
は
製
造
請う

け
お
い負
等
に
お
け
る

随ず
い
い意

契
約
の
基
準
を
明
確
に
示
す
べ
き
。

総
務	

市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
随
意
契
約
ガ
イ

ド
ラ
イ
ン
を
掲
載
す
る
。

令
和
９
年
度
の
水
田
政
策

見
直
し
に
対
す
る
支
援
策

無所属
田口 貞夫

安曇野市の水田水張り状況

福ふ

く

し

い

り

ょ

う

祉
医
療
、
高
齢
者
と

障
が
い
者
福
祉
の
向
上
を

　
問	

向
上
の
目
標
と
取
り
組
み
は
。

市
長	

福
祉
医
療
に
必
要
な
給
付
。
高
齢
者
と

障
が
い
者
の
共
生
の
ま
ち
づ
く
り
推
進
。

福
祉	

令
和
８
年
度
か
ら
精
神
障
が
い
者
の
入

院
医
療
を
給
付
対
象
に
し
、
医
療
的
ケ

ア
児
等
在
宅
レ
ス
パ
イ
ト
事
業
を
創
設
。

　
問	

福
祉
医
療
費
給
付
事
業
の
向
上
と
精
神

障
が
い
者
の
入
院
医
療
助
成
充
実
等
を
。

福
祉	

精
神
障
が
い
に
よ
る
受じ

ゅ
き
ゅ
う
し
ゃ

給
者
の
全
診
療

科
へ
の
入
院
医
療
費
を
対
象
に
す
る
。

　
問	

高
齢
者
と
障
が
い
者
見
守
り
の
充
実
を
。

福
祉	

地
域
見
守
り
活
動
連
携
協
定
、
民
生
児

童
委
員
、
地
域
包ほ

う
か
つ括

支
援
セ
ン
タ
ー
な

ど
に
よ
る
見
守
り
や
、
緊
急
通
報
サ
ー

ビ
ス
、
見
守
り
シ
ー
ル
交
付
な
ど
実
施
。

　
問	

豊
科
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
の
改
善
を
。

福
祉	

施
設
譲じ

ょ
う
と渡

を
受
け
ず
社
会
福
祉
協
議
会

と
協
議
し
、
可
能
な
修し

ゅ
う
ぜ
ん繕で
維
持
す
る
。

　
問	

公
共
施
設
整
備
の
目
標
と
取
り
組
み
は
。

市
長	

本
陣
等
々
力
家
の
再
生
・
活
用
事
業
や

高
家
児
童
館
の
建
て
替
え
、
新
た
に
豊

科
南
小
等
の
児
童
ク
ラ
ブ
の
整
備
も
。

　
問	

明
科
の
東
部
ア
ウ
ト
ド
ア
拠
点
整
備
は
。

政
策	

今
後
は
、
基
本
計
画
案
を
作
成
す
る
。

　
問	

新
市
立
博
物
館
構
想
の
促そ

く
し
ん進

を
。

教
部	

交
流
機
能
は
可
能
。
田た

ぶ
ち
ゆ
き
お

淵
行
男
の
安
曇

野
の
自
然
の
姿
等
の
魅み

り
ょ
く力

発
信
は
大
事
。

　
問	

県
営
住
宅
の
市
有
跡あ

と
ち地

の
活
用
を
。

総
務	

県
か
ら
返へ

ん
か
ん還
の
話
が
あ
れ
ば
検
討
す
る
。

建
設	

豊
科
駅
西
等
市
内
駅
周
辺
整
備
を
検
討
。

　
問	

地
域
展
開
の
推
進
目
標
と
取
り
組
み
は
。

教
長	

令
和
８
年
度
末
ま
で
に
で
き
る
よ
う
に
。

　
問	

受
け
皿
団
体
・
地
域
指
導
者
の
確
保
、

保
護
者
の
送
迎
・
費
用
負
担
の
軽
減
を
。

教
部	

保
護
者
関
係
者
に
情
報
発
信
に
努つ

と
め
る
。

県営住宅の市有跡地活用の行方は？
（豊科成相見岳町）

無所属
林 孝彦

東
部
ア
ウ
ト
ド
ア
拠き

ょ
て
ん点
や
新
市
立
博
物

館
や
県
住
跡
地
等
の
公
共
施
設
整
備
は

部
活
動
の
地
域
展
開
の
推
進
は

安
曇
野
市
に
お
も
ち
ゃ
美
術
館
を

※
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定例会

※
木
工
沈
床
…
杉
や
松
の
丸
太
を
井い
げ
た桁
状
に
組
み
、
中
に
玉た
ま
い
し石
や
栗ぐ
り
い
し石
を
詰
め
て
河
床
や
護
岸
に
沈
め
る
河
川
工
法
。

※
兼
職
兼
業
届
…
教
師
等
が
地
域
ク
ラ
ブ
活
動
に
従
事
す
る
場
合
の
届
け
。（
地
方
公
務
員
法
第
38
条
や
教
育
公
務
員
特
例
法
第
17
条
等
の
規
定
）

市政のここが聴きたい!! 一 般 質 問
　
問	

家
や
家
族
で
維
持
管
理
を
し
て
き
た
墓

地
、
墳ふ

ん
ぼ墓

が
少
子
高
齢
化
、
核
家
族
化

に
伴
い
、
お
墓
を
守
る
継け

い
し
ょ
う
し
ゃ

承
者
（
祭さ

い
し祀

者し
ゃ

）
が
な
く
、墓
じ
ま
い
や
無む

え
ん
ぼ

縁
墓
（
管

理
者
不
明
）
の
荒こ

う
は
い
ぼ

廃
墓
が
増
え
る
。
無

縁
化
防
止
に
対
す
る
対
策
は
ど
の
よ
う

に
講
じ
て
い
る
か
。

生
活	

今
後
、
墓
じ
ま
い
と
い
っ
た
関
係
が
増

え
て
い
く
と
考
え
て
い
る
。
無
縁
化
を

防
ぐ
具
体
策
と
し
て
、
市
民
生
活
部
に

墓
地
相
談
窓
口
を
設
置
し
、
地
域
住
民

や
関
係
団
体
と
連
携
し
て
、
地
域
課
題

の
解
消
に
向
け
、
取
り
組
ん
で
い
く
。

　
問	

安
曇
野
市
東
部
ア
ウ
ト
ド
ア
拠
点
整
備

基
本
構
想
の
中
に
、
に
ぎ
わ
い
ゾ
ー
ン

の
資
源
と
し
て
、
犀さ

い
が
わ川
、
前ま

え
か
わ川
、
万よ

ろ
ず
い水

川が
わ
等
が
あ
る
。ア
ウ
ト
ド
ア
レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
の
中
の
レ
ジ
ャ
ー
フ
ィ
ッ
シ
ン

グ
（
釣
り
等
）
は
、
魚
が
す
む
豊
か
な

自
然
そ
の
も
の
を
楽
し
む
ネ
ー
チ
ャ
ー

ツ
ア
ー
の
一
面
も
あ
り
、
子
供
か
ら
お

年
寄
り
ま
で
楽
し
ん
で
い
る
。
こ
れ
ら

の
点
に
つ
い
て
見
解
を
伺
い
、
前
川
大

規
模
改
修
に
伴と

も
ない
、
魚ぎ

ょ
し
ゅ種
生
息
環
境
に

つ
い
て
も
併
せ
て
伺
う
。

政
策	

犀
川
を
中
心
と
し
た
レ
ジ
ャ
ー
フ
ィ
ッ

シ
ン
グ
は
、
地
域
の
ア
ウ
ト
ド
ア
資
源

の
一
つ
と
し
て
捉
え
て
い
る
。
整
備
す

る
拠
点
は
、
釣
り
も
含
め
ア
ウ
ト
ド
ア

に
関
す
る
様
々
な
情
報
を
発
信
で
き
る

場
に
し
た
い
。
犀
川
漁
協
と
連
携
を
し
、

漁
の
解
禁
日
や
釣
り
の
ス
ポ
ッ
ト
な
ど

の
情
報
を
提
供
し
て
い
く
。
前
川
の
改

修
工
事
に
つ
い
て
は
、
構
造
物
の
脇
に

魚ぎ
ょ
ど
う道

を
設
け
、
魚ぎ

ょ
そ
う巣

ブ
ロ
ッ
ク
を
活
用
、

木も
っ
こ
う
ち
ん
し
ょ
う

工
沈
床
を
補
修
し
活
用
す
る
な
ど
、

魚
類
や
生
物
の
生
息
環
境
、
景
観
に
も

配
慮
し
た
整
備
を
進
め
る
。

御み

た

ま霊
永と

わ久
に
安や

す

ら
わ
ん

墓
地
の
無
縁
化
対
策
を
聞
く

　
問	

中
学
校
の
部
活
動
の
地ち

い
き
て
ん
か
い

域
展
開
は
、
堀

金
地
域
を
試し

こ
う行
モ
デ
ル
に
取
り
組
ん
で

い
る
が
、
現
在
の
状
況
に
つ
い
て
伺
う
。

教
部	

令
和
３
年
度
、
市
で
唯ゆ

い
い
つ一
の
総
合
型
地

域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
が
あ
っ
た
堀
金
地

域
で
先
行
し
て
取
り
組
み
を
進
め
た
。

結
果
、
堀
金
中
学
校
は
、
全
部
活
動
の

地
域
ク
ラ
ブ
化
が
で
き
た
。
他
の
中
学

校
部
活
動
の
地
域
ク
ラ
ブ
化
は
、
学
校

や
競
技
種
目
に
よ
っ
て
進し

ん
ち
ょ
く捗が

異こ
と

な
る
。

　
問	

部
活
動
の
地
域
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の

活
動
内
容
と
成
果
に
つ
い
て
伺
う
。

教
部	

地
域
ク
ラ
ブ
の
事
務
や
校
長
会
、
部
活

動
顧
問
会
議
の
開
催
、
相
談
や
指
導
に

あ
た
る
。
教
員
Ｏ
Ｂ
が
担
当
し
て
い
る
。

　
問	

指
導
者
に
資
格
所
持
を
要
件
と
す
る
か
。

教
部	

指
導
者
資
格
所
持
を
要
件
と
は
し
て
い

な
い
。
資
質
向
上
の
た
め
の
研
修
会
へ

の
参
加
を
必
須
条
件
と
し
て
い
る
。

　
問	

教
職
員
の
地
域
ク
ラ
ブ
指
導
に
つ
い
て
。

教
部	

地
域
ク
ラ
ブ
で
指
導
す
る
教
職
員
は
、

自
身
の
住
む
自
治
体
の
教
育
委
員
会
へ

兼け
ん
し
ょ
く
け
ん
ぎ
ょ
う
と
ど
け

職
兼
業
届
の
提
出
が
必
要
と
な
る
。

現
在
21
名
の
教
職
員
指
導
者
が
い
る
。

　
問	

指
導
者
へ
の
謝し

ゃ
れ
い礼
支
払
い
や
、
地
域
ク

ラ
ブ
の
遠
征
費
の
支し

え
ん援
に
つ
い
て
伺
う
。

教
部	

指
導
者
に
対
す
る
謝
礼
支
払
い
や
、
遠

征
費
な
ど
に
つ
い
て
も
支
援
し
て
い
く
。

　
問	

施
設
使
用
料
の
減げ

ん
め
ん免
に
つ
い
て
伺
う
。

商
工	

一
定
条
件
を
満
た
し
た
安
曇
野
市
ス
ポ

	

ー
ツ
協
会
加
盟
の
団
体
に
は
、
引
き
続

き
使
用
料
の
全
額
減
免
を
し
て
い
く
。

　
問	
令
和
８
年
度
末
、
休
日
活
動
を
地
域
ク

ラ
ブ
へ
完
全
移
行
す
る
た
め
の
対
策
は
。

教
部	
令
和
７
年
12
月
、
国
か
ら
新
た
な
ガ
イ

ド
ラ
イ
ン
が
示
さ
れ
、
こ
れ
に
合
わ
せ

た
取
り
組
み
を
進
め
て
い
く
。

【
そ
の
他
の
質
問
事
項
】

〇
豊
科
中
心
商
店
街
の
駐
車
場
に
つ
い
て

「
部
活
動
の
地
域
展
開
」

の
今
後
の
展
望
は

無所属
野部 知江

無所属
中村 芳朗

　
問	

令
和
５
年
度
か
ら
の
第
２
次
安
曇
野
市

総
合
計
画
後
期
基
本
計
画
で
将
来
ビ
ジ

	

ョ
ン
を
「
自
然
、
文
化
、
産
業
が
織
り

な
す　
共
生
の
街　
安
曇
野
」
と
し
て
、

具
現
化
す
る
６
つ
の
目
標
を
掲か

か

げ
た
。

議
会
冒
頭
の
あ
い
さ
つ
で
は
、「
前
市
長

が
掲
げ
て
こ
ら
れ
た
政
策
を
で
き
る
限

り
継
承
す
る
と
と
も
に
、
社
会
情
勢
の

変
化
等
に
よ
る
新
し
い
課
題
に
取
り
組

み
な
が
ら
、
市
政
を
進
め
て
ま
い
り
ま

す
」
と
述
べ
ら
れ
、
重
点
と
し
て
安
曇

野
ブ
ラ
ン
ド
の
発
信
、フ
ィ
ル
ム
コ
ミ
ッ

シ
ョ
ン
に
力
を
い
れ
て
い
き
た
い
。
ま

た
、
住
民
福
祉
向
上
に
向
け
て
安
曇
野

市
の
住
み
や
す
さ
を
施
策
に
反
映
し
て

い
き
た
い
と
述
べ
ら
れ
た
。
令
和
８
年

度
、
ま
た
は
今
後
４
年
間
、
特
に
力
を

入
れ
て
い
き
た
い
施
策
・
事
業
な
ど
市

長
に
伺
う
。

市
長	
物
価
高こ

う
と
う騰
が
長
期
化
す
る
中
、
市
民
生

活
や
地
域
経
済
へ
の
影え

い
き
ょ
う響は

深
刻
さ
が

増
し
て
お
り
、
市
で
は
令
和
８
年
４
月

か
ら
小
学
校
給
食
費
の
完
全
無む

し
ょ
う
か

償
化
、

令
和
８
年
６
月
か
ら
「
さ
さ
え
あ
い
商

品
券
」
の
交
付
や
水
道
料
基
本
料
金
の

減
免
を
目
指
し
て
準
備
を
進
め
て
い
る
。

公
約
に
掲
げ
た
事
業
は
ど
れ
も
重
要
だ

が
、
重
点
的
に
取
り
組
む
項
目
を
挙
げ

る
と
、
子
育
て
支
援
や
医
療
的
ケ
ア
児

の
家
族
支
援
な
ど
の
福
祉
関
係
。
安
曇

野
ブ
ラ
ン
ド
発
信
で
は
、
首
都
圏
農
産

物
Ｐ
Ｒ
事
業
「
あ
ず
さ
マ
ル
シ
ェ
」
な

ど
販は

ん
ろ路

拡
大
事
業
。
ま
た
、
世
界
農
業

遺
産
認
定
や
フ
ィ
ル
ム
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン

の
機
能
強
化
は
、
関
係
者
の
協
力
を
得

な
が
ら
、
時
間
は
か
か
る
が
実
現
し
た

い
。
令
和
８
年
度
予
算
に
は
、
太
田
前

市
長
の
政
策
の
継
続
事
業
等
を
予
算
計

上
し
た
。
ま
ず
は
、
そ
れ
を
着
実
に
進

め
完
成
し
た
い
。

豊科公民館駐車場内にある石碑

市
長
の
市
政
運
営
・

施
策
等
に
つ
い
て

会派 アヅミライ
内川 集雄

　
問	「
希
望
の
仕
事
が
な
い
」「
待た

い
ぐ
う遇

の
良

	

い
仕
事
が
見
つ
か
ら
な
い
」
と
い
う
地

方
の
若
者
の
声
が
あ
る
。
本
市
に
お
い

て
も
、
将
来
を
託た

く

す
べ
き
若
者
が
定
着

し
き
れ
て
い
な
い
現
状
を
危き

ぐ惧
。
将
来

的
に
希
望
を
持
て
る
雇
用
環
境
こ
そ
が
、

若
者
が
定
着
で
き
る
根
源
で
あ
る
。
本

市
の
産
業
・
経
済
の
現
状
分
析
、
若

じ
ゃ
く
ね
ん年

層そ
う

の
流
出
と
雇
用
環
境
と
の
相そ

う
か
ん関

の
認

識
、
企
業
誘ゆ

う
ち致

、
既
存
企
業
の
支
援
等
、

質
の
高
い
産
業
育
成
の
展
望
と
決
意
を
。

市
長	

本
市
の
産
業
構
造
は
、
製
造
業
を
は
じ

め
と
し
て
地
域
の
特
性
を
生
か
し
た
多

様
な
分
野
で
支
え
ら
れ
て
い
る
。
若
年

層
流
出
の
原
因
は
、
希
望
職
種
や
労
務

に
見
合
う
雇
用
機
会
の
不
足
等
の
複
合

的
要
因
と
認
識
。
若
い
世
代
が
安
曇
野

市
で
働
く
目
標
と
な
る
取
り
組
み
が
重

要
と
考
え
実
施
す
る
。

商
工	

地
域
経
済
を
け
ん
引い

ん

す
る
新
た
な
企
業

参
入
を
目
指
し
た
産
業
団
地
整
備
事
業

を
進
め
企
業
誘
致
に
よ
る
質
の
高
い
産

業
の
育
成
を
図は

か

り
、
同
時
に
生
産
性
向

上
に
資し

す
る
設
備
投
資
、
人
材
育
成
の

補
助
に
よ
り
魅み

り
ょ
く力
あ
る
雇
用
を
創
出
し
、

持
続
可
能
な
安
曇
野
市
を
目
指
す
。

　
問	

公
共
工
事
を
取
り
巻
く
環
境
が
厳
し
さ

を
増
す
中
で
、
財
政
負
担
の
大
き
い
公

共
施
設
の
維
持
管
理
の
方
向
方
針
は
。

市
長	

限
ら
れ
た
財
源
で
将
来
へ
過
度
な
負
担

を
残
さ
ぬ
公
共
施
設
の
総
量
や
機
能
の

あ
り
方
を
見
定
め
て
い
く
。

　
問	

区
か
ら
の
脱
退
が
目
に
付
く
。
行
政
か

ら
の
区
に
対
す
る
支
援
策
等
は
。

市
長	

区
は
市
に
と
っ
て
重
要
な
パ
ー
ト
ナ
ー
。

可
能
な
限
り
支
援
に
努
め
る
。

市
民
生
活
基
盤
で
あ
る

産
業
経
済
対
策
の
方
針

青藍会
大竹 啓正

良い会社に入って、これから頑張るぞ！

公
共
施
設
の
維
持
管
理
の
在
り
方

地
域
共
同
体
の
崩
壊
を
防
ぐ
仕
組
み

継承者のいない墓地（無縁墓）

東
部
ア
ウ
ト
ド
ア
拠き

ょ
て
ん点
整
備
に
つ
い
て

※

第２次安曇野市総合計画　後期基本計画

※

15 14
安曇野市議会だより    第 82 号AZUMINO  CITY  COUNCIL  NEWS  2026.5.21安曇野市議会だより    第 82 号 AZUMINO  CITY  COUNCIL  NEWS  2026.5.21



3 月
定例会

※
各
議
員
の
二
次
元
コ
ー
ド
か
ら
質
問
の
動
画
に
リ
ン
ク
で
き
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。（
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
等
で
の
ご
利
用
に
は
通
信
料
が
か
か
り
ま
す
。）

※
Ｓ
Ｒ
Ｈ
Ｒ
…Sexual

（
性
）、Reproductive

（
生
殖
）、Health

（
健
康
）、Rights

（
権
利
）
の
頭
文
字
。
す
べ
て
の
人
が
自
分
の
体
、
性
や
出
産
に
つ
い
て
、
十
分
な
情
報
と
必
要
な
ケ
ア
等
に
つ
な
が
り
、

	

自
分
の
望
む
も
の
を
選
ん
で
決
め
ら
れ
る
基
本
的
な
権
利
。

市政のここが聴きたい!!

検
討
は
。

教
部	

送
迎
に
伴
う
保
護
者
支
援
の
具
体
的
検

討
に
は
至
っ
て
い
な
い
が
、
提
案
は
課

題
の
一
つ
と
し
て
受
け
止
め
る
。
地
域

ク
ラ
ブ
会
費
に
つ
い
て
は
、
国
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
で
も
生
活
困こ

ん
き
ゅ
う窮
世
帯
へ
の
支
援

検
討
が
示
さ
れ
て
お
り
、
今
後
の
課
題

と
し
て
、
検
討
し
て
い
く
考
え
で
あ
る
。

地
域
展
開
の
進
展
を
踏
ま
え
、
支
援
の

あ
り
方
を
引
き
続
き
検
討
す
る
。

一 般 質 問
　
問	

戦
争
で
は
人
が
死
ん
だ
り
、
傷
つ
い
た

り
す
る
だ
け
で
な
く
、
若
者
を
戦
場
や

労
働
に
送
り
出
し
、
天
皇
の
国
の
た
め

に
命
を
捨
て
て
戦
い
・
働
く
若
者
を
育

て
「
戦
争
に
勝
つ
た
め
」
が
暮
ら
し
や

労
働
の
隅
々
ま
で
浸し

ん
と
う透

し
、
逆
ら
う
こ

と
は
許
さ
れ
ず
、
我
慢
を
強
い
ら
れ
る

生
活
が
あ
っ
た
。
こ
の
認に

ん
し
き識

の
上
に
平

和
推
進
活
動
を
し
て
も
ら
い
た
い
が
。

市
長	

戦
争
の
悲ひ

さ
ん惨
さ
を
全
て
踏ふ

ま
え
て
、
若

者
た
ち
に
伝
え
て
い
け
る
と
い
い
。

　
問	

戦せ
ん
ぼ
つ
し
ゃ

没
者
追つ

い
と
う悼
式
を
中
信
地
区
で
毎
年
行

わ
な
い
の
は
安
曇
野
市
く
ら
い
で
は
な

い
か
。
市
民
と
と
も
に
つ
く
り
上
げ
る

平
和
の
つ
ど
い
も
毎
年
実
施
し
て
は
。

市
長	

戦
没
者
追
悼
式
は
遺い

ぞ
く族

会
の
意
向
で
３

年
に
１
度
開
催
し
て
い
る
。
平
和
の
つ

ど
い
は
新
し
い
方
策
で
実
施
し
て
い
る
。

　
問	

平
和
文
化
活
動
に
対
す
る
助
成
制
度
の

整
備
を
し
て
ほ
し
い
。

市
長	

他
の
自
治
体
の
事
例
を
研
究
し
た
い
。

　
問	

80
年
前
の
戦
争
で
亡
く
な
っ
た
人
、
一

人
一
人
の
名
前
を
刻
ん
だ
刻こ

く
め
い
ひ

銘
碑
を
建

て
て
も
ら
い
た
い
。

福
祉	

名
簿
が
な
く
、
今
後
も
特
定
作
業
を
行

う
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。

　
問	

戦
争
遺い

せ
き跡
、
戦
争
に
関
わ
る
場
所
に
説

明
記き

ね
ん
ひ
念
碑
を
設
置
し
て
ほ
し
い
。

教
部	

場
所
が
公こ

う
ゆ
う
ち

有
地
で
な
い
、
調
査
研
究
が

困
難
な
ど
、
整
備
は
難
し
い
。

　
問	

安
曇
野
の
戦
争
時
代
を
知
る
コ
ー
ナ
ー

を
博
物
館
等
に
つ
く
っ
て
も
ら
い
た
い
。

教
部	
コ
ン
パ
ク
ト
展
示
を
行
っ
て
い
き
た
い
。

　
問	

山さ
ん
ろ
く麓
住
民
と
共
に
維
持
管
理
に
当
た
る

市
民
の
募
集
を
検
討
し
て
は
。

農
林	

要
望
が
あ
れ
ば
、
や
ぶ
払
い
、
枝
払
い

を
す
る
除
去
班
の
募
集
を
考
え
た
い
。

市
民
と
と
も
に
平
和
推
進
の

ま
ち
づ
く
り
を

無所属
臼井 泰彦

有明演習場廠
しょうしゃ

舎入口東側にあった
門柱脇の石垣と土

ど る い

塁

　
問	

ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
に
今
後
ど
の
よ
う
に

取
り
組
む
か
、
重
視
す
る
こ
と
は
。

市
長	

太
田
市
政
を
継け

い
し
ょ
う承す
る
者
と
し
て
目
指

す
方
向
に
変
わ
り
な
く
、
行
動
宣
言
も

で
き
る
も
の
は
自
分
が
で
き
る
手
法
で

進
め
る
。
性
別
役や

く
わ
り
ぶ
ん
た
ん

割
分
担
意
識
を
取
り

去
る
の
が
重
要
。
女
性
だ
け
で
な
く
、

社
会
全
体
の
問
題
と
し
て
一
人
一
人
の

意
識
や
考
え
方
を
変
え
、
全
て
の
人
が

未
来
に
希
望
を
持
っ
て
歩
め
る
社
会
を

目
指
す
。
オ
ン
ラ
イ
ン
父
親
学
級
や
事

業
者
向
け
セ
ミ
ナ
ー
、
出
前
講
座
や
広

報
誌
等
で
、
意
識
の
醸じ

ょ
う
せ
い成を

図は
か

る
。

　
問	

審し
ん
ぎ
か
い

議
会
の
委
員
と
管
理
職
の
女
性
割
合

の
推
移
、
男
性
の
育
児
休
業
取
得
率
や

時
短
勤
務
の
現
状
は
。

政
策	

委
員
の
女
性
割
合
は
、
令
和
３
年
７
８

	

８
人
中
１
７
３
人
21
・
95
％
、
令
和
７

	

年
１
２
０
９
人
中
３
３
４
人
27
・
63
％

と
５
・
68
％
増
え
て
お
り
、
庁
内
周
知

等
に
努つ

と
め
る
。

総
務	

女
性
管
理
職
は
令
和
７
年
４
月
１
日
時

点
の
部
長
職
12
人
中
２
人
16
・
７
％
、

課
長
職
45
人
中
10
人
22
・
２
％
。
育
休

を
１
か
月
以
上
取
得
し
た
男
性
職
員
は
、

令
和
２
年
０
％
、
令
和
３
年
20
％
、
令

和
４
年
35
・
３
％
、
令
和
５
年
54
・
５
％
、

令
和
６
年
対
象
者
16
人
中
11
人
68
・
８

	

％
。
令
和
７
年
度
育
児
時じ

た
ん短
勤
務
取
得

は
、
男
性
３
人
、
女
性
22
人
。

　
問	

Ｓエ
ス
ア
ー
ル
エ
イ
チ
ア
ー
ル

Ｒ
Ｈ
Ｒ
に
つ
い
て
、
相
談
や
啓
発
の

充
実
に
ど
う
取
り
組
む
か
。

教
部	

相
談
窓
口
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
チ
ラ

シ
で
周
知
し
て
い
る
が
、
Ｓ
Ｒ
Ｈ
Ｒ
に

特
化
し
て
い
な
い
。
相
談
し
や
す
い
工

夫
は
関
係
部
署
と
も
研
究
し
て
進
め
る
。

保
健	

保
健
師
は
全
市
民
が
対
象
。
男
女
問
わ

ず
、
性
的
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
ー
に
関
す
る

相
談
を
受
け
た
こ
と
も
あ
り
、
健
康
に

関
す
る
こ
と
は
相
談
し
て
ほ
し
い
。

ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
推
進
の

た
め
の
市
役
所
づ
く
り

無所属
吉澤 茉帆

差別を禁止する先進的な条例と計画です

　
問	

地
域
展
開
で
送
迎
距
離
の
変
化
と
保
護

者
負ふ

た
ん担

の
現
状
は
。

教
部	

一
部
の
ク
ラ
ブ
で
は
中
学
校
区
を
ま
た

い
だ
活
動
拠
点
が
設
け
ら
れ
、
保
護
者

送
迎
が
行
わ
れ
て
い
る
場
合
も
あ
る
。

し
か
し
休
日
活
動
で
移い

ど
う動
手
段
も
様
々

で
あ
る
た
め
、
送
迎
距
離
な
ど
個
人
情

報
ま
で
把
握
し
て
い
な
い
。
保
護
者
送

迎
の
負
担
に
つ
い
て
は
、
今
後
の
平
日

地
域
展
開
に
向
け
た
課
題
の
一
つ
と
認

識
し
て
い
る
。
今
後
の
地
域
展
開
の
進

展
に
伴と

も
ない

、
実じ

っ
た
い態

把は
あ
く握

に
努
め
て
い
く

必
要
が
あ
る
。

　
問	

ガ
ソ
リ
ン
の
価
格
高こ

う
と
う騰

に
よ
る
子
育
て

世
代
の
移
動
負
担
に
与
え
る
影え

い
き
ょ
う響は
ど

う
考
え
て
い
る
か
。

教
部	

ガ
ソ
リ
ン
価
格
の
高
騰
が
子
育
て
世
代

の
移
動
負
担
に
与
え
る
影
響
に
つ
い
て

は
、
現
状
で
は
把
握
し
て
い
な
い
。
今

後
の
課
題
に
す
る
か
ど
う
か
に
つ
い
て

も
、
現
時
点
で
は
未
定
で
あ
る
。
今
後

の
地
域
展
開
の
進
み
具
合
や
社
会
情
勢

を
踏
ま
え
な
が
ら
、
状
況
を
注
視
し
て

い
く
必
要
が
あ
る
。

　
問	

地
域
展
開
に
伴
う
移
動
コ
ス
ト
助
成
の

部
活
動
地
域
展
開
と

保
護
者
負
担
の
助
成
に
つ
い
て

青藍会
今井 美智子

移動コストの助成を提案

	

握
し
て
い
な
い
。

　
問	

長
年
、
幅
広
い
市
民
か
ら
利
用
さ
れ
て

き
た
水
泳
施
設
「
サ
ン
ク
ラ
ブ
安
曇
野
」

が
令
和
７
年
３
月
末
で
営
業
を
終
了
す

る
。
市
内
に
は
学
校
プ
ー
ル
以
外
は
公

営
・
民
営
と
も
に
プ
ー
ル
が
な
く
な
っ

て
し
ま
う
が
、
市
と
し
て
は
ど
う
受
け

止
め
て
い
る
か
。

商
工	

突
然
の
営
業
終
了
は
非
常
に
残
念
。
今

後
、
市
と
し
て
ど
の
よ
う
な
取
り
組
み

が
で
き
る
か
模も

さ
く索
し
て
い
き
た
い
。

　
問	

こ
ど
も
家
庭
庁
の
産
後
ケ
ア
事
業
ガ
イ

ド
ラ
イ
ン
で
は
、
母
親
、
乳
児
の
ほ
か

に
父
親
・
パ
ー
ト
ナ
ー
も
支
援
の
対
象

者
と
し
て
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。
安
曇
野

市
に
お
い
て
も
、
本
人
が
希
望
し
必
要

と
認
め
ら
れ
る
な
ら
、
父
親
あ
る
い
は

パ
ー
ト
ナ
ー
も
産
後
ケ
ア
を
受
け
る
こ

と
が
で
き
る
か
。

保
健	

市
の
産
後
ケ
ア
事
業
の
対
象
者
は
、
基

本
的
に
は
市
内
在
住
の
母
子
と
な
っ
て

い
る
。
し
か
し
、
母
親
と
協
力
し
合
っ

て
育
て
る
意
識
を
も
つ
こ
と
が
重
要
と

い
う
観
点
か
ら
、
父
親
や
パ
ー
ト
ナ
ー

等
も
支
援
が
必
要
と
認
め
ら
れ
る
場
合

は
産
後
ケ
ア
事
業
を
利
用
で
き
る
。
必

要
に
応
じ
て
対
応
し
て
い
く
。

　
問	

安
曇
野
市
で
は
、
資し

げ
ん源
物
と
し
て
家
庭

か
ら
出
さ
れ
た
衣
類
・
布
類
の
処
理
を

有ゆ
う
し
ょ
う償で

事
業
者
に
委い

た
く託

し
て
い
る
が
、

再
資
源
化
等
は
な
さ
れ
て
い
る
か
。

生
活	

市
と
し
て
の
取
り
組
み
は
回
収
す
る
ま

で
と
な
る
た
め
、
そ
の
後
の
状
況
は
把

無所属
菊池 久美子

産
後
ケ
ア
事
業
の
父
親
・

パ
ー
ト
ナ
ー
の
利
用
は

子育てはみんなで協力し合って

家
庭
か
ら
出
る
衣
類
ゴ
ミ
の
減

量
に
つ
い
て

穂
高
有
明
の
「
サ
ン
ク
ラ
ブ
安

曇
野
」
営
業
終
了
に
つ
い
て

※

猿え
ん
が
い害
防
止
の
電
気
柵さ

く

維
持
管
理

を
新
た
な
市
民
参
加
で
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3 月
定例会

※
福
祉
避
難
所
…
災
害
時
に
一
般
の
避
難
所
で
の
生
活
が
困
難
な
「
要
配
慮
者
」
の
た
め
に
、
二
次
的
に
開
設
す
る
避
難
所
。

※
個
別
避
難
計
画…
高
齢
者
や
障
害
の
あ
る
方
な
ど
、
災
害
時
に
自
力
で
避
難
す
る
こ
と
が
難
し
い
一
人
ひ
と
り
に
つ
い
て
、「
誰
が
支
援
し
」「
ど
こ
へ
避
難
す
る
か
」
を
あ
ら
か
じ
め
決
め
て
お
く
計
画
の
こ
と
。

※
磁
気
テ
ー
プ
の
２
０
２
５
年
問
題
…
か
つ
て
使
用
さ
れ
て
き
た
磁
気
テ
ー
プ
が
耐
用
年
数
の
経
過
や
再
生
機
器
の
生
産
や
保
守
の
終
了
に
よ
り
再
生
不
能
と
な
る
可
能
性
が
高
ま
っ
て
い
る
と
い
う
問
題
。

※
桃
太
郎
電
鉄
…
全
国
を
舞
台
に
各
地
域
の
特
産
品
や
産
業
を
模
し
た
物
件
を
購
入
し
な
が
ら
総
資
産
１
位
を
目
指
す
、
す
ご
ろ
く
を
基
に
し
た
ボ
ー
ド
ゲ
ー
ム
形
式
の
ゲ
ー
ム
。
１
９
８
８
年
か
ら
続
く
人
気
ゲ
ー
ム
コ
ン
テ
ン
ツ
。

市政のここが聴きたい!! 一 般 質 問
　
問	

市
所
有
の
映
像
資
料
の
保
管
・
保
存
、

デ
ジ
タ
ル
化
の
方
針
や
進し

ん
ち
ょ
く捗は
。

教
部	

文
書
館
で
は
、Ｖ
Ｈ
Ｓ
や
カ
セ
ッ
ト
テ
ー

プ
、
８
ミ
リ
ビ
デ
オ
用
テ
ー
プ
な
ど
を

保
存
。
令
和
５
年
度
か
ら
業
者
委
託
に

よ
る
デ
ジ
タ
ル
化
を
進
め
て
お
り
、
５

年
度
は
41
本
、
６
年
度
は
１
２
５
本
、

７
年
度
は
１
９
３
本
を
実
施
。

　
問	

市
民
が
保
有
す
る
映
像
・
音
声
資
料
の

収
集
に
つ
い
て
、
市
の
考
え
は
。

教
部	

文
書
館
条
例
で
は
、
個
人
や
団
体
が
所

有
す
る
地
域
資
料
も
収
集
対
象
で
あ
る
。

安
曇
野
市
域
の
歴
史
や
民み

ん
ぞ
く俗

な
ど
を
伝

え
る
映
像
・
音
声
資
料
に
つ
い
て
、
収

集
を
検
討
し
て
い
き
た
い
。

　
問	

最
新
版
に
は
、「
安
曇
野
駅
」
が
登
場
し

て
い
る
。
ゲ
ー
ム
を
き
っ
か
け
と
し
た

地
域
へ
の
関
心
や
発
信
の
可
能
性
に
つ

い
て
の
認
識
は
。

政
策	

ゲ
ー
ム
の
内
容
や
特と

く
ち
ょ
う徴を
踏ふ

ま
え
る
と
、

鉄
道
沿え

ん
せ
ん線

の
魅み

り
ょ
く力

発
信
と
誘ゆ

う
き
ゃ
く客を

目
的

と
し
た
コ
ン
テ
ン
ツ
の
一
つ
と
し
て
活

用
が
期
待
で
き
る
と
考
え
る
。
現
時
点

で
具
体
的
な
検
討
は
な
い
が
、
加
盟
す

る
鉄
道
関
連
団
体
へ
利
用
促そ

く
し
ん進
の
提
案

の
一
案
と
し
た
い
。

　
問	

教
育
現
場
用
に
特
化
し
た
「
教
育
版
」

が
公
式
に
リ
リ
ー
ス
さ
れ
て
い
る
。
そ

の
把は

あ
く握

お
よ
び
導
入
状
況
に
つ
い
て
。

教
部	

桃
太
郎
電
鉄
教
育
版
は
、
市
内
小
学
校

５
校
、
中
学
校
５
校
の
計
10
校
で
導
入

し
て
い
る
。
社
会
科
の
地
理
分
野
の
学

習
で
、
都
道
府
県
名
や
地
理
的
特
徴
の

理
解
な
ど
に
役
立
て
て
い
る
。

【
そ
の
他
の
質
問
事
項
】

〇
暮
ら
し
を
支
え
る
軽
度
生
活
援
助
サ
ー
ビ
ス

に
つ
い
て

未
来
に
残
す
地
域
の
記
録

…
磁
気
テ
ー
プ
問
題
か
ら

青藍会
矢澤 毅彦

　
問	

令
和
６
年
能
登
半
島
地
震
で
は
、
１
週

間
か
ら
10
日
は
、
自
主
防
災
会
や
避
難

者
自
身
に
よ
る
避
難
所
運
営
、
要
配は

い
り
ょ慮

者
支
援
が
必
要
で
あ
る
こ
と
が
顕け

ん
ざ
い在
化

し
た
。
本
市
の
避
難
所
運
営
マ
ニ
ュ
ア

ル
に
お
い
て
も
自
主
運
営
が
原
則
だ
が
、

市
民
へ
の
啓
発
や
訓
練
は
ど
の
よ
う
に

行
っ
て
い
る
か
。
ま
た
、
訓
練
の
モ
デ

ル
地
域
を
つ
く
る
考
え
は
あ
る
か
。

危
機	

避
難
所
開
設
訓
練
や
出
前
講
座
を
通
じ
、

避
難
者
が
中
心
と
な
っ
て
運
営
を
行
う

旨
を
伝
え
て
い
る
。
地
域
ご
と
に
環
境

が
異こ

と

な
る
た
め
、
モ
デ
ル
地
域
の
想
定

は
な
い
が
、
自
主
防
災
会
か
ら
の
要
望

に
合
わ
せ
、
地
区
公
民
館
等
で
職
員
も

一
緒
に
実
践
的
な
訓
練
を
今
後
も
実
施

し
て
い
き
た
い
。

　
問	

福
祉
避
難
所
開
設
前
の
要
配
慮
者
支
援

は
、
住
民
の
支
え
合
い
だ
け
で
は
限
界

が
あ
る
。
個
別
避
難
計
画
の
策
定
状
況

と
、
計
画
作
成
を
担に

な

う
専
門
職
へ
の
支

援
は
ど
う
か
。

福
祉	

令
和
７
年
度
末
ま
で
に
医
療
的
ケ
ア
児

	

を
対
象
に
数
件
作
成
す
る
よ
う
進
め
て

	

い
る
。
今
後
は
酸
素
吸
入
等
が
必
要
な

	

方
を
優
先
し
、
医
療
・
福
祉
専
門
職
と

	

協
力
し
て
作
成
す
る
。
イ
ン
セ
ン
テ
ィ

	

ブ
と
し
て
、
新
規
１
件
当
た
り
７
０
０

	

０
円
の
委い

た
く託
料
を
支
払
う
予
定
。

　
問	

被
災
地
で
は
行
政
職
員
も
被
災
者
で
あ

り
な
が
ら
過か

こ
く酷

な
業
務
に
当
た
り
、
離

職
者
増
加
も
課
題
。
市
長
と
し
て
被
災

者
支
援
に
ど
う
取
り
組
む
方
針
か
。

市
長	

市
職
員
と
避
難
者
が
協
力
し
て
避
難
所

を
開
設
し
、
徐
々
に
避
難
者
が
主
体
と

な
る
よ
う
訓
練
等
を
通
じ
て
浸し

ん
と
う透

さ
せ

た
い
。
災
害
関
連
死
を
減
ら
す
た
め
、

避
難
所
運
営
の
周
知
と
要
配
慮
者
支
援

に
継
続
し
て
取
り
組
む
。

※
注
釈
は
、
19
ペ
ー
ジ
に
記
載

無所属
丸山 健太

石川県能登町　小
お ぎ

木中学校避難所
長野県 DWAT 先遣隊の様子

市
民
主
体
の
避
難
所
運
営

と
被
災
者
支
援
に
つ
い
て

　
問	

車
い
す
や
ベ
ビ
ー
カ
ー
利
用
者
が
増
え

る
中
、
主
要
エ
リ
ア
の
歩
道
バ
リ
ア
フ

リ
ー
化
の
現
状
と
、
当
事
者
参
画
に
よ

る
実じ

っ
ち地

点
検
の
考
え
を
伺
う
。

建
設	

国
基
準
に
沿そ

っ
て
整
備
し
て
い
る
。
当

事
者
と
の
実
地
点
検
は
行
っ
て
い
な
い
。

整
備
時
の
説
明
会
等
で
出
さ
れ
た
意
見

の
み
で
な
く
、
当
事
者
の
視
点
を
現
場

に
反
映
さ
せ
る
こ
と
は
効
果
的
で
あ
る

と
捉と

ら

え
て
い
る
。
不
具
合
は
都
市
建
設

部
が
窓
口
と
な
り
、
電
話
、
安
曇
野
市

公
式
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
等
で
情
報
提
供
が
あ
れ

ば
速す

み
や
か
に
現
場
確
認
を
行
う
。

　
問	「
改
正
障
害
者
差
別
解
消
法
」
の
施
行

	

を
受
け
、
市
内
事
業
者
へ
の
周
知
は
。

福
祉	

広
報
あ
づ
み
の
に
よ
る
周
知
・
啓
発
の

ほ
か
、
市
内
事
業
者
に
は
、
商
工
会
を

通
じ
て
講
演
会
等
へ
の
参
加
を
案
内
し

て
い
る
。

　
問	

農
産
物
加
工
所
の
老ろ

う
き
ゅ
う朽
化
対
策
と
、
個

別
避
難
計
画
に
よ
る
共
助
体
制
の
構
築

に
つ
い
て
の
見
解
は
。

農
林	

加
工
所
は
計
画
的
に
修し

ゅ
う
ぜ
ん繕・
更
新
を
検

討
。
豊
科
農
産
物
加
工
交
流
セ
ン
タ
ー

の
駐
車
場
不
足
は
指
定
管
理
者
と
と
も

に
、
改
善
を
検
討
、
施
設
の
再
整
備
は

将
来
の
あ
り
方
を
含
め
慎
重
に
判
断
す

る
。

福
祉	

個
別
避
難
計
画
は
避
難
す
る
こ
と
が
困

難
な
方
の
た
め
の
も
の
で
あ
り
、
そ
の

目
的
を
効
果
的
に
果
た
す
た
め
、
全
市

民
へ
の
拡
大
は
難
し
い
。支
え
合
い
マ
ッ

プ
等
を
活
用
し
、
隣
組
な
ど
地
域
で
の

助
け
合
い
体
制
を
継
続
し
て
支
援
す
る
。

誰
も
が
歩
き
た
く
な
る
街

安
曇
野
を
バ
リ
ア
フ
リ
ー

青藍会
小林 浩

　
問	

安
曇
野
市
内
の
民
間
ス
イ
ミ
ン
グ
施
設

「
サ
ン
ク
ラ
ブ
安
曇
野
」
が
３
月
末
で

営
業
終
了
す
る
。
こ
れ
ま
で
、
市
営
穂

高
プ
ー
ル
や
あ
づ
み
野
ラ
ン
ド
の
プ
ー

ル
も
廃
止
さ
れ
て
お
り
、
子
ど
も
た
ち

が
日
常
的
に
水
泳
に
取
り
組
め
る
環
境

が
急
速
に
失
わ
れ
て
い
る
。
特
に
同
施

設
は
競
技
志
向
の
子
ど
も
が
専
門
的
指

導
を
受
け
ら
れ
る
貴き

ち
ょ
う重

な
拠き

ょ
て
ん点

で
あ
り
、

存
続
を
求
め
る
声
も
あ
る
。
燃
料
費

高こ
う
と
う騰
や
老
朽
化
な
ど
民
間
の
事
情
は
理

解
す
る
が
、
市
と
し
て
部
活
動
の
地
域

展
開
や
子
ど
も
の
ス
ポ
ー
ツ
振
興
を
踏

ま
え
、
水
泳
環
境
を
ど
の
よ
う
に
確
保

し
て
い
く
の
か
。

市
長	

長
年
市
民
に
親
し
ま
れ
て
き
た
サ
ン
ク

ラ
ブ
安
曇
野
の
営
業
終
了
は
誠
に
残
念

で
あ
り
、
特
に
水
泳
教
室
に
通
っ
て
い

た
子
ど
も
た
ち
の
行
き
場
が
な
く
な
る

こ
と
を
懸け

ね
ん念
し
て
い
る
。
利
用
者
に
は

事
業
者
が
近き

ん
り
ん隣
施
設
を
紹
介
し
て
い
る

と
聞
い
て
お
り
、
市
と
し
て
も
市
内
に

学
校
以
外
の
プ
ー
ル
が
な
く
な
る
状
況

を
踏
ま
え
、
近
隣
施
設
と
の
連
携
な
ど

水
泳
環
境
の
確
保
に
向
け
た
施
策
を
検

討
し
て
い
く
。

商
工	

市
営
穂
高
プ
ー
ル
廃
止
の
代だ

い
た
い替
と
し
て

令
和
６
年
度
に
サ
ン
ク
ラ
ブ
安
曇
野
で

夏
季
の
一
般
開
放
事
業
を
試
験
実
施
し

た
が
、
44
日
間
で
延
べ
１
２
１
人
と
利

用
が
少
な
く
、
継
続
は
困
難
と
判
断
し

１
年
で
終
了
し
た
。
今
後
は
近
隣
施
設

と
の
連
携
に
よ
る
水
泳
環
境
の
確
保
を

検
討
し
て
い
る
。

【
そ
の
他
の
質
問
事
項
】

〇
安
曇
野
の
観
光
戦
略
に
つ
い
て

〇
猫
と
人
の
幸
せ
の
た
め
の
Ｔ
Ｎ
Ｒ
活
動
に
つ

い
て

会派 アヅミライ
増井 裕壽

水の声　消えて子ら待つ　春の風

サ
ン
ク
ラ
ブ
安
曇
野
の

営
業
終
了
に
つ
い
て

民
間
店
舗
の
合
理
的
配
慮
を
促
進

地
域
共
助
の
拠
点
と
防
災
体
制

※

※

ゲ
ー
ム「
桃
太
郎
電
鉄
」の
活
用
を

※

※
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詳細はこちらから！

一 般 質 問
　
問	

総
合
計
画
は
随ず

い
し
ょ所
で
関
係
人
口
に
言

げ
ん
き
ゅ
う及

し
て
お
り
、
関
係
人
口
の
施
策
を
と
て

も
重
視
。
地
域
の
課
題
解
決
に
よ
そ
の

手
が
必
要
だ
と
い
う
こ
と
に
市
民
の
理

解
が
進
ま
な
い
と
、
関
係
人
口
の
拡
大

は
見
込
め
な
い
。
関
係
人
口
の
施
策
を

ど
の
よ
う
に
市
民
に
認
知
し
て
も
ら
い
、

理
解
度
を
高
め
て
い
く
の
か
。

市
長	

継
続
的
に
多
様
な
つ
な
が
り
で
関
わ
る

方
を
増
や
し
て
い
く
こ
と
は
必
要
。
一

方
で
、
外
部
の
方
が
地
域
に
関
わ
る
こ

と
に
不
安
や
戸と

ま
ど惑

い
を
感
じ
る
住
民
も

い
る
。
地
域
住
民
や
事
業
者
、
団
体
等

に
も
関
係
人
口
創
出
の
担に

な

い
手
と
し
て

参
画
い
た
だ
き
、
受
け
入
れ
側
と
し
て

の
理
解
を
深
め
て
い
く
こ
と
が
大
切
。

関
係
人
口
創
出
の
取
り
組
み
が
地
域
に

も
た
ら
す
効
果
の
情
報
発
信
や
、
関
係

す
る
皆
さ
ん
と
の
対
話
を
重
ね
る
こ
と

で
理
解
促そ

く
し
ん進

に
努つ

と
め
て
い
く
。

　
問	

内
閣
府
の
か
か
わ
り
ラ
ボ
の
利
用
は
。

政
策	

か
か
わ
り
ラ
ボ
に
限
ら
ず
、
関
係
人
口

創
出
・
拡
大
に
関
す
る
セ
ミ
ナ
ー
等
の

情
報
が
日
々
寄
せ
ら
れ
て
お
り
、
情
報

交
換
の
機
会
も
あ
る
。
必
要
に
応
じ
て

ラ
ボ
へ
の
入
会
を
検
討
し
て
い
く
。

　
問	

ふ
る
さ
と
ミ
ラ
イ
カ
レ
ッ
ジ
の
採
択
を

目
指
す
考
え
は
な
い
か
。

政
策	

ふ
る
さ
と
ミ
ラ
イ
カ
レ
ッ
ジ
は
学
生
と

継
続
的
な
関
係
性
を
構
築
す
る
機
会
と

し
て
有
効
。
学
生
な
ら
で
は
の
斬ざ

ん
し
ん新

な

発
想
や
行
動
力
に
よ
り
地
域
に
新
た
な

刺
激
や
気
づ
き
を
も
た
ら
す
効
果
を
期

待
で
き
る
。
学
生
や
大
学
側
に
は
地
域

活
性
化
を
通
じ
た
社
会
貢こ

う
け
ん献

の
実じ

っ
せ
ん践

、

解
決
能
力
の
育
成
等
の
機
会
と
な
り
、 

双
方
に
と
っ
て
意
義
が
あ
る
。
効
果
的

な
形
で
活
用
で
き
る
よ
う
機
を
逃の

が
す

こ
と
な
く
対
応
し
て
い
く
。

無所属
遠藤 武文

住
ま
な
く
て
も
尊と

う
と

い
安
曇
野

安
曇
野
推
し
界か

い
わ
い隈
の
件

「ふるさとミライカレッジ」で
学生を関係人口化

　
問	

近
年
、
日
本
に
お
け
る
埋ま

い
そ
う葬
の
あ
り
方

を
め
ぐ
っ
て
各
地
で
議
論
が
生
じ
て
い

る
。
市
の
場
合
、
市
営
の
墓
地
で
は
埋

葬
は
禁
止
、
民
間
墓
地
で
は
埋
葬
が
可

能
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
か
と
思
う
が
、

そ
れ
で
合
っ
て
い
る
か
。

生
活	

市
営
霊
園
条
例
第
５
条
に
お
い
て
土
葬

は
禁
止
し
て
い
る
も
の
の
、
民
間
墓
地

に
つ
い
て
は
条
例
な
ど
の
設
置
は
し
て

い
な
い
し
、
埋
葬
に
つ
い
て
は
把は

あ
く握

し

て
い
な
い
。

　
問	

市
営
霊
園
に
お
い
て
土
葬
を
禁
止
し
て

い
る
の
は
な
ぜ
か
。

生
活	

敷
地
が
限
ら
れ
て
い
る
点
と
公

こ
う
し
ゅ
う
え
い
せ
い

衆
衛
生

の
観
点
か
ら
が
主
な
理
由
だ
。

　
問	

豊
か
な
地
下
水
資
源
と
自
然
、
田
園
風

景
や
山さ

ん
ろ
く麓

の
景
観
、
そ
し
て
、
そ
れ
ら

に
支
え
ら
れ
た
農
業
と
暮
ら
し
を
大
き

な
魅み

り
ょ
く力
と
し
て
き
て
い
る
市
で
、
土
葬

を
含
む
埋ま

い
ぞ
う蔵

方
法
の
あ
り
方
に
つ
い
て
、

現
状
の
整
理
と
課
題
の
検
証
を
行
い
、

将
来
的
な
制
度
改
正
を
検
討
す
る
可
能

性
が
あ
る
か
。

市
長	

市
内
の
霊
園
で
は
、
市
営
霊
園
を
は
じ

め
民
間
墓
地
に
お
い
て
も
火
葬
に
よ
る

埋
蔵
が
主
と
な
っ
て
い
る
状
況
で
あ
る
。

宗
教
上
な
ど
の
理
由
か
ら
、
埋
葬
を
選

択
す
る
方
も
い
る
一
方
、
墓
地
埋
葬
等

に
関
す
る
法
律
に
お
い
て
は
埋
葬
は
禁

止
さ
れ
て
い
な
い
の
で
、
市
と
し
て
も

新
た
な
基
準
を
定
め
た
条
例
改
正
は
今

の
と
こ
ろ
予
定
は
し
て
い
な
い
。

生
活	

現
在
、
厚
生
労
働
省
は
全
国
の
自
治
体

を
対
象
に
墓
地
経
営
の
許
可
事
務
や
国

内
に
お
け
る
埋
葬
の
実じ

っ
た
い態

に
つ
い
て
の

調
査
を
進
め
て
い
る
。
今
後
、
国
の
ガ

イ
ド
ラ
イ
ン
や
法
の
動
き
に
注
意
を
し

て
対
応
し
て
い
き
た
い
。

土
葬
を
認
め
る
要
件
を

も
っ
と
厳
格
に
で
き
な
い
か

無所属
木船 潤一

宮城県知事選では土葬墓地建設が争点になった

第13回安曇野市議会予
告議会報告会
日 時 会 場 内 容

令和 8 年７月 18 日（土）
午後６時～午後８時 30 分（予定）

安曇野市役所４階
大会議室

〇令和７年７月から令和８年
　６月までの議会活動
〇要望・意見交換

会場およびオンライン（Z
ズ ー ム
oom）の同時開催で

行います。当日は手話通訳・字幕表示が付きま
す。お気軽にご参加ください。

会派名 所属議員数 交付額 決算額
支出内容

返金額調査研究 研修 資料作成 
資料購入 広報広聴等

大竹 啓正 1 50,000 0 50,000

辻谷 洋一 1 50,000 34,280 1,280 33,000 15,720

矢澤 毅彦 1 50,000 26,303 6,303 20,000 23,697

今井 美智子 1 50,000 5,535 5,535 44,465

高橋 健 1 50,000 0 50,000

小林 浩 1 50,000 1,260 1,260 48,740

合　　計 ６人 300,000 67,378 2,540 33,000 11,838 20,000 232,622

政務活動費は議員の調査研究や研修等のために必要な経費の一部として、会派または個人に対し、議員１人あた
り年額 12 万円が交付されます。
令和７年度は議員改選により、令和７年 11 月から令和８年３月まで１人あたり５万円（５か月分）が交付されました。
今回の収支報告は令和８年２月１日の会派（青

せいらんかい

藍会）発足に伴
ともな

うものです。この他については
通常通り年度末に精算を行い、次号報告します。
政務活動費の収支報告書および領収書等については、議会ホームページで公表しています。
また、議会事務局でも閲

えつらん

覧できます。 議会ホームページへ

政務活動費収支報告
令和７年度　政務活動費の実績内訳表（令和７年11月～令和８年1月） （単位：円）

※
か
か
わ
り
ラ
ボ
…
関
係
人
口
創
出
・
拡
大
に
向
け
、
内
閣
府
が
設
立
し
た
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
。
全
国
の
中
間
支
援
組
織
、
民
間
事
業
者
、
地
方
公
共
団
体
等
が
、
学
び
合
い
交
流
し
て
い
る
。

※
ふ
る
さ
と
ミ
ラ
イ
カ
レ
ッ
ジ
…
大
学
等
高
等
教
育
機
関
と
地
方
自
治
体
が
連
携
し
て
取
り
組
む
総
務
省
の
地
域
課
題
解
決
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
。

※

※
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会派 議会事務局 モニター
アンケート

地図・
アクセス議員

 安曇野市議会　議会広報特別委員会
議会だよりモニターアンケート結果（80、81 号）

長野県安曇野市豊科 6000 番地

表紙や見出し 紙面構成と内容 特集ページ 定例会ページ
4.1 4.1 4.1 3.8

常任委員会 一般質問 市民の声 ずくだせ
4.1 3.9 4.3 4.1

アンケートの評価は以下の点数に変換しました。
良い まあよい 普通 あまり良くない 良くない

5 4 3 2 1

モニターアンケート総合 4.1　　　　　　 （アンケート回答総数 26 件）

★その他　モニターさんの声
一般質問の P14 ～ P21の 8 ページ分の左右の末端に※マークの言語説明が付記してあり、わかり易い。（80 号）（明科地域 70 代）
まずは、新人議員さんが多い状態で、このようなしっかりした議会だよりが完成したことは素晴らしいと思いました。
せっかくこのように労力をかけていただいているので、何かフレッシュなメンバーで、今までになかった画期的な内
容が議会だよりに載るように、私もいい意見が言えたらいいなと思っております。（81 号）　　　　　（豊科地域 60 代）

（豊科地域 60 代）

表紙や見出しは？
赤ちゃんの足形は、これからの未来をしっかり歩んでほしいという願いがわかります。（80 号）
議員さんの顔が大きく映っていて大変よいです。階段で写したのがよいし、後ろにあずみ～ずが映っていてほのぼの
していてよいです。さらに、議員さんの顔がリラックスしていて非常に珍しいよい出来の写真だと思います。（81 号）

（三郷地域 70 代）
4.1

市民の声ページは？
人とのつながりに支えられて。というタイトルがステキでした。田舎の良さを改めて再確認いたしました。（80号）
色あいがよく、目をひく。ワンバウンドふらばるバレー、やってみたいと思った。（81 号） （穂高地域 70 代）

（穂高地域 30 代）

4.3

ずくだせ！議会だより
バックの黄色で、目をひく。高校野球にたとえ、大変さが、良くわかった（80 号）
新人が多いとのことなのでフレッシュな議論を期待します。（81 号）

（穂高地域 60 代）
（穂高地域 70 代）

4.1

紙面構成や内容は？
もっと見出しを大きくして、読む人がもっと見やすくした方がいいと思った。（80 号）
よく見ると、見出しにいろいろな字体が使われていて、けっこう凝っていますね。例えば P6 の上から３
行目のトナカイ？とか、P8 の 1 行目の雪だるまとか、愛嬌があってよい。（81 号）

（豊科地域 10 代）
4.1

（豊科地域 60 代）

特集ページは？
（穂高地域 30 代）ハラスメント、熊の出没対策について。地下水利用と販売について。とても気になる内容でした。（80 号）

それぞれの顔ぶれがはっきり写っていて良い。委員会の活動内容が、読みやすい。（81 号）

4.1

（穂高地域 70 代）

定例会ページは？
（豊科地域 60 代）誰の発言か、できれば載せてほしい。ホテルのイラストが、実際は７階建てと聞いているので、７階にした方

がよいのでは。３回継続審査で審査未了というのは、本来ない方がいいと思いますので、もっとそれなりの
理由を書いていただかないと、がっかりします。
いつもより丁寧に作っている気がします。新人議員さんがどのようなお考えの方々なのか、ある程度わかってよかったです。（81号）

3.8

（豊科地域 60 代）

常任委員会ページは？
（明科地域 70 代）トピックの中身が楽しいです。特に 10 ページの記事はなかなかの工夫が感じられます。次は、ツキノワ

グマの出没！の情報を書くことになるのか。（80 号）
馬のとんでいる絵がカワイイ。P.10トピックに絵（マツタケ）がかわいく目が止まり内容を読んでみようと思った。（81号）

4.1

（穂高地域 70 代）

一般質問ページは？
20 ページの右下文面及び写真は、議員間の白熱討論振りが目に見えるようです。good!!（80 号）
議員さん一般質問全員お願いします。12 月定例会 22 人中 17 人です。議長も一般質問願います。副議長がいます
から問題がないのはおかしいと思います。年 4 回しかないのですから。ペナルティーをするべきと思います。（81号）

3.9
（明科地域 70 代）

（穂高地域 70 代）

　モニターアンケートにご協力いただき、誠にありがとうございました！表紙や紙面構成、市民の声ページなどに温かい評価をいただ
くとともに、見出しの大きさや内容の分かりやすさなど貴重なご意見も頂戴しました。いただいた声を大切に受け止め、より読みやすく、
議会の活動や議論が市民の皆さんにしっかり伝わる広報誌づくりに努めてまいります！

議会広報特別委員会からの返信

『
議
員
と
し
て
の
心
構
え
と
議
会
の
仕
組
み
』

株
式
会
社
廣
瀬
行
政
研
究
所　
廣
瀬
和
彦
氏

令
和
７
年
11
月
11
日
（
火
）

全
員
協
議
会
室

議
会
は
住
民
自
治
の
基
盤
で
あ
り
合
議
制
の
住

民
代
表
機
関
と
し
て
、
地
域
・
住
民
の
多
様
な
意
見
を
反

映
し
合
議
形
成
を
進
め
る
重
要
な
役
割
で
あ
る
こ
と
。
ま

た
近
年
、
地
方
自
治
体
で
問
題
と
な
っ
た
議
員
の
議
会
政

治
倫り

ん
り理
違
反
に
対
す
る
辞
職
勧か

ん
こ
く告
問
題
や
私
有
地
へ
の
公

費
工
事
で
調
査
委
員
会
に
よ
る
報
告
書
が
提
出
さ
れ
た
問

題
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
に
よ
る
侵し

ん
が
い害
行
為
な
ど
事
例
を
用
い
て
、
も

し
自
分
が
当
事
者
だ
っ
た
ら
ど
う
対
応
す
る
か
を
考
え
る

「
ケ
ー
ス
メ
ソ
ッ
ド
」
の
研
修
を
受
講
し
、
議
員
の
あ
る
べ

き
姿
を
学
ん
だ
。

日　
程

場　
所

内　
容

議
員
研
修
報
告

テ
ー
マ

講　
師

掲載にあたり、一部表現を改めております。

政策提言に向けて
安曇野市議会の政策提言とは…

　「安曇野市議会基本条例」( 第 12 条 政策立案、政策提案及び政策提言 ) に基
もと

づき、総務環境委
員会、福祉教育委員会、経済建設委員会の３つの常任委員会ごとにテーマを決め、１～２年かけ
て市政の重要課題を調査・研究し、具体的な解決策を市長へ公式に提案する仕組みです。全議員
一致を原則とした実効性の高い提案を通じて、議会が行政へ影響力を行使する重要な活動です。

特集

今回は令和８年２月末時点での中間報告をさせていただきます。

総務環境委員会　　　　　　　　投票しやすい環境づくり

福祉教育委員会　　 メンタルケアの促進

経済建設委員会　　　 テーマ案続々

選挙の投票率向上には多角的なアプローチが不可欠です。今回の政策提言では、まずは投票所の投票環境を向上させる
ことを主

しゅじく
軸に、先行自治体の事例研究を行います。

加えて、主権者教育の切り口からも取り組みを模索する予定です。

現代社会において特に必要性を感じる「メンタルケア」を取り上げ、実際にどのような政策提言とするか、研究に取り
かかります。委員会では不登校児を抱える保護者、障がい者支援や、介護を必要とする方の家族など。様々な分野から
検討しています。

各委員から政策提言案を提出して、内容説明を行った段階です。「ロケ支援の強化等観光振興」「鳥
ちょうじゅう

獣被害（クマ）対策
の強化」「環境保全の向上」「第 82 回国民スポーツ大会等を見据えたスポーツ施策」「空き店舗を活用した中心市街地の
活性化」「新たな農業『産業用大

た い ま
麻』の栽培」等、提案された幅広い分野からテーマを絞り込みます。

テーマ決定！

検討中！

検討中！
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ずくだせ！議会だより

（　　）

本会議
（閉会日）

常任委員会
（総務環境）

議会運営委員会
・全員協議会

常任委員会
（経済建設）

常任委員会
（福祉教育）

本会議
（開会日）

日 月 土火 水 木 金

議会運営
委員会

2322 24 25 26 27

16 17 18 19

全員協議会

20

2928

21

30 2 3 4

本会議
（一般質問）

13

14 15

2 3 4 5 6

7 98 10 11 12

本会議
（一般質問）

本会議
一般質問
質疑・付託

6/1

7/1

ご
縁
が
あ
り
安
曇
野
市
に
移
住

し
て
き
て
以
来
、
こ
の
地
の
美

し
い
景け

い
か
ん観
だ
け
で
な
く
、
人
々
の
温
か
さ
に
触
れ

る
毎
日
を
過
ご
し
て
い
ま
す
。
日
々
の
暮
ら
し
や

子
育
て
、
地
域
行
事
な
ど
を
通
じ
て
、
様
々
な
年

代
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
方
々
と
交
流
す
る
中
で
、

移
住
前
に
は
想
像
で
き
な
か
っ
た
多
く
の
気
づ
き

が
あ
り
ま
し
た
。

印
象
的
な
の
は
、
季
節
の
仕
事
を
大
切

に
す
る
丁て

い
ね
い寧
な
暮
ら
し
と
、
地
域
全
体

で
子
ど
も
を
見
守
る
温
か
な
土ど

じ
ょ
う壌
が
あ
る
こ
と
で

す
。
私
の
よ
う
な
移
住
者
も
皆
さ
ん
が
心
温
か
く

迎
え
入
れ
て
く
だ
さ
り
、
心
が
和
み
ま
す
。
こ
う

し
た
素
晴
ら
し
い
環
境
や
地
域
の
つ
な
が
り
が
、

多
く
の
方
々
の
思
い
や
努
力
に
よ
っ
て
守
ら
れ
て

き
た
こ
と
を
、日
々
し
み
じ
み
と
感
じ
て
い
ま
す
。

日
々
の
生
活
に
追
わ
れ
、「
市

議
会
」
と
い
う
存
在
を
ど
こ

か
遠
い
も
の
に
感
じ
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
地

域
の
方
々
と
お
話
を
す
る
中
で
、
私
た
ち
の
暮
ら

し
を
支
え
る
道
路
の
整
備
や
福
祉
、
教
育
と
い
っ

た
身
近
な
課
題
が
議
会
で
の
議ぎ

ろ
ん論
を
経へ

て
形か

た
ち
づ
く作
ら

れ
て
い
る
こ
と
を
改
め
て
認に

ん
し
き識
し
ま
し
た
。

皆
様
に
は
、
安
曇
野
の
「
人
の

温
か
さ
」
や
「
豊
か
な
自
然
」

と
い
う
宝
物
を
次
世
代
に
つ
な
げ
て
い
く
た
め
、

多
様
な
世
代
や
立
場
の
市
民
の
声
に
耳
を
傾か

た
むけ
て

い
た
だ
き
た
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
そ
の

魅
力
を
積
極
的
に
発
信
す
る
こ
と
で
、
安
曇
野
に

足
を
運
ぶ
方
が
さ
ら
に
増
え
る
こ
と
を
期
待
し
て

い
ま
す
。

こ
の
街

の
一
員

と
し
て
、『
議
会
だ
よ

り
』
な
ど
を
通
じ
て
市

政
へ
の
関
心
を
深
め
、

微び
り
ょ
く力
な
が
ら
地
域
社
会

に
貢こ

う
け
ん献
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

　最近、地域猫保護活動に取り組んでいます。
農業用ハウスで多くの野良猫と向き合い、命の
時間の不平等を実感しました。野良猫の平均寿
命は 3 年、家猫は 15 年。その差は、人の関わ
り方が生み出しているものだと感じています。
だからこそ、猫と人の双方の幸せのために行わ
れる TNR 活動には大きな意味があります。地域
猫活動は単なる保護ではなく、命との関係を引
き受けることです。すべてを救えなくても、一
匹への向き合い方が社会を映します。共に生き
るとは何かを問い続けながら、互いの存在を認
め合える社会を目指していきたいと思っていま
す。

議会広報特別委員会副委員長
　増井 裕壽

高
た か だ

田　舞
ま い

さん

（穂高）

市議会６月定例会のお知らせ（予定）

議会からのお知らせ

世代を超えた仲間と楽しく取り組むお米作り

公職選挙法に基づき、議員の寄附
の禁止を徹底します

地域行事、祭りなどへの寄附や差し入れ、
開店祝いや葬儀の花輪、病気見舞い（親族
以外）、中元、歳暮、入学・卒業祝い、代理
出席の場合の結婚祝い・香典など、議員が
寄附をすることは禁止です。

『寄附　しない、させない、求めない』

印
刷

有
限
会
社

 ア
ル
プ
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印

刷
安
曇
野
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議
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地
域
の
温
か
さ
に
触
れ
て
感
じ
る
、
安
曇
野
の
日
常

数
年
前
に

特
に

こ
れ
ま
で
は

市
議
会
の

私
自
身
も

議会を聴きに行こう！議会を「あづみ野テレビ」・議会ホー
ムページ「インターネット中継」で見よう！
傍聴希望の方は、市議会議場（市役所本庁舎３階）へお越しください。
お子さまと一緒でも傍聴いただけます。

請願・陳情は随時受け付けています。定例会ごとの締め切りは、開会日の
10 日前です。（土日・祝日はなし）開会時間は本会議 10：00 ～・常任委
員会 10：00 ～です。日程や開会時間など変更となる場合があります。

議会広報特別委員会
　委 員 長　矢澤毅彦　副 委 員 長　増井裕壽
　委 　 員　丸山健太　菊池久美子　田口貞夫　高橋　健
　　　　　　今井美智子　木船潤一　野部知江　中村芳朗
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